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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室の洗い場を構成すると共に排水口を有する洗い場床を洗浄する浴室洗い場床用洗浄
装置であって、
　前記洗い場床上に洗浄水を散水するノズル部を有する洗浄手段と、
　前記洗浄手段を制御する制御部と、
を備え、
　前記制御部は、前記洗浄手段を制御することによって、
　前記洗い場床に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床から前記排水口に
排出されるように、前記洗浄水を散水する黒カビ抑制工程
を実施するようになっており、
　前記黒カビ抑制工程時において、前記洗い場床に付着する角質を剥がすエネルギを波の
上昇するエネルギによって作り出すように、前記洗い場床に散水された洗浄水は、前記排
水口に至るまで、連続的な波を発生しながら流動するようになっており、
　前記黒カビ抑制工程において前記ノズル部から散水される洗浄水は、
　前記洗い場床に付着する角質に対して最初に接触して当該角質を前記洗い場床から剥が
すための第１着水部と、
　前記第１着水部による第１流動水の前記洗い場床の通過した部位に着水する第２着水部
と、
を有しており、



(2) JP 6838696 B2 2021.3.3

10

20

30

40

50

　前記制御部は、前記黒カビ抑制工程を実施する際、前記第１流動水が前記洗い場床の前
記部位を流動する過程において、当該第１流動水が前記第２着水部による第２流動水によ
って合流されて前記排水口に向かう方向の推進力が増大されるように、前記ノズル部の回
転を制御するようになっている
ことを特徴とする浴室洗い場床用洗浄装置。
【請求項２】
　前記黒カビ抑制工程において前記ノズル部から散水される洗浄水は、
　前記第２流動水によって合流された後の前記第１流動水の前記洗い場床の第２の通過し
た部位に着水する第３着水部
を更に有しており、
　前記制御部は、前記黒カビ抑制工程を実施する際、前記第２流動水によって合流された
後の前記第１流動水が前記洗い場床の前記部位を流動する過程において、当該第１流動水
が前記第３着水部による第３流動水によって更に合流されて前記排水口に向かう方向の推
進力が更に増大されるように、前記ノズル部の回転を制御するようになっている
ことを特徴とする請求項１に記載の浴室洗い場床用洗浄装置。
【請求項３】
　浴室の洗い場を構成すると共に排水口を有する洗い場床と、
　請求項２に記載の浴室洗い場床用洗浄装置と、
を備えた浴室であって、
　前記洗い場床には、前記第１着水部または前記第２着水部が着水し、流動水となって当
該洗い場床上を流れる方向に対して非平行である方向に延びる溝が形成されている
ことを特徴とする浴室。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記ノズル部から当該ノズル部に対向する浴室壁側の洗い場床に向けて前記第２着水部
を着水させる際には、前記ノズル部の回転速度が低い
というように前記ノズル部の回転を制御するようになっている
ことを特徴とする請求項３に記載の浴室。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室の洗い場床を洗浄するための浴室洗い場床用洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浴室の洗い場床の汚れには、人体の洗浄に使用された石鹸やシャンプーなどのかす、人
体から発生した垢（タンパク質系、炭水化物系、油脂系、塩類等）などがある。
【０００３】
　本件出願人は、これらの汚れを除去して浴室洗い場床におけるカビの発生を抑制するた
めの洗浄装置をすでに開発し、特許を取得している（特許文献１）。
【０００４】
　特許文献１に開示されている技術では、抗菌性金属を有する殺菌水が浴室洗い場床に吐
水されて、当該浴室洗い場床面が殺菌される（制菌工程）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４０３５６６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本件発明者は、浴室における顧客ニーズが最も高い、洗い場床のカビ発生を抑制できる
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技術について、長年研究してきた。
【０００７】
　特許文献１に開示されている技術のうち、浴室の排水口をＡｇ殺菌する技術は、本件出
願人が実際に商品化を果たした（商品名：ぬめりま洗）。しかしながら、排水口に対して
は高い殺菌効果が期待できる一方で、洗い場床に対してはＡｇ殺菌水は遅行性という特性
があるため、十分な効果を発揮できず、洗い場床に対するカビ対策という観点では十分で
はなかった。具体的には、Ａｇ殺菌水は、即効性が低いため、カビ菌にアタックする前に
洗い場床から排水口に流れてしまうという問題があった。
【０００８】
　大量のＡｇ殺菌水を洗い場床に流し続ければ、カビ菌に対して長い時間アタックできる
ため、効果を期待できる。しかし、その場合、節水面での課題が残る。
【０００９】
　顧客ニーズの高い洗い場床におけるカビ菌に対する効果を高めるべく、本件発明者は、
次亜塩素酸を利用した技術の応用について検討を重ねてきた。次亜塩素酸を用いる技術は
、即効性が期待できるため、カビ菌に対するアタックの点では効果が期待できたが、以下
の問題を解決する必要があった。
【００１０】
　まず、浴室はある程度の広さを有し、吐水距離がある程度長くなるため、次亜塩素酸の
濃度の「減衰」が起こるという問題である。すなわち、散水後においてカビに対して十分
なアタック効果を期待するには、当該減衰の分を考慮して、かなり高濃度の次亜塩素酸を
用いる必要があると考えられていた。
【００１１】
　しかしながら、水道水中に含まれる塩素成分には限りがあり、高濃度化を図ることは容
易ではなかった。塩素添加などの方法も考えられたが、塩素を添加するプロセスに伴う種
々の煩わしさが発生してしまって、実用的でなかった。
【００１２】
　更に、高濃度化が実現できたとしても、流量を絞った状態で散水（吐水）すると、洗浄
時間の長期化に伴って設備機器の腐食対策が必要になる、という問題も生じ得る。
【００１３】
　本件発明者は、長年の研究の末、浴室洗い場床に対して、次亜塩素酸を含む水を洗浄に
用いる場合であっても、塩素添加などの高濃度化技術を採用する必要なく、好適に浴室洗
い場床のカビ発生を大幅に低減できる実用上優れた洗浄技術を見出した。
【００１４】
　すなわち、本件発明者は、従来のように発生してしまった後の黒カビを死滅させるとい
う殺菌作用ではなく、浴室に発生し得る黒カビに対してそれらの増殖原因となる物質を取
り除くことが、効果的であることを知見した。発生後の事後対策技術ではなく、発生源の
除去という未然対策技術によって、実用上優れた浴室の洗浄技術を見出したものである。
【００１５】
　具体的には、黒カビの原因である角質を床面から除去することによって黒カビ対策を実
施することが、効果的であることを知見したものである。
【００１６】
　なお、図３３は、角質の残存が黒カビ発生の主要因であることを説明するための実験結
果を示す図である。これは、各汚れ成分を５００ｐｐｍ混合したものに、カビ胞子（クラ
ドスポリウム）を２５００ｃｆｕ／ｍｌ付与して、２５℃、８０％Ｒｈの環境下で７日間
培養したものである。図３３に示すように、角質に対する培養結果において、黒カビの顕
著な発生が確認された。
【００１７】
　本発明は、以上のような知見に基づいてなされたものである。本発明の目的は、浴室の
洗い場床においてカビの発生を抑制することができる浴室洗い場床用洗浄装置を提供する
ことである。



(4) JP 6838696 B2 2021.3.3

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、浴室の洗い場を構成すると共に排水口を有する洗い場床を洗浄する浴室洗い
場床用洗浄装置であって、前記洗い場床上に洗浄水を散水するノズル部を有する洗浄手段
と、前記洗浄手段を制御する制御部と、を備え、前記制御部は、前記洗浄手段を制御する
ことによって、前記洗い場床に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床から
前記排水口に排出されるように、前記洗浄水を散水する黒カビ抑制工程を実施するように
なっており、前記黒カビ抑制工程時において、前記洗い場床に付着する角質を剥がすエネ
ルギを波の上昇するエネルギによって作り出すように、前記洗い場床に散水された洗浄水
は、前記排水口に至るまで、連続的な波を発生しながら流動するようになっており、前記
黒カビ抑制工程において前記ノズル部から散水される洗浄水は、前記洗い場床に付着する
角質に対して最初に接触して当該角質を前記洗い場床から剥がすための第１着水部と、前
記第１着水部による第１流動水の前記洗い場床の通過した部位に着水する第２着水部と、
を有しており、前記制御部は、前記黒カビ抑制工程を実施する際、前記第１流動水が前記
洗い場床の前記部位を流動する過程において、当該第１流動水が前記第２着水部による第
２流動水によって合流されて前記排水口に向かう方向の推進力が増大されるように、前記
ノズル部の回転を制御するようになっていることを特徴とする浴室洗い場床用洗浄装置で
ある。
【００１９】
　本発明によれば、洗い場床に残存する黒カビの発生原因である角質を除去する黒カビ抑
制工程を実施することによって、洗い場床上の角質を顕著に低減することができ、ひいて
は洗い場床におけるカビの発生を顕著に抑制することができる。
【００２０】
　黒カビ抑制工程を実施する際、洗い場床に残存する角質を剥ぎ取って排水口に余すこと
なく除去することが重要である。
【００２１】
　この角質の除去を散水だけで行う場合、洗い場床上に角質が付着した状態であると、多
くの洗浄水を散水する等の対策が必要である。
【００２２】
　しかし、多量の洗浄水を散水することは、コスト面でも不利であるし、洗浄中には浴室
に入室できないため、長時間の入室規制が必要になるといった利便性の面での問題もある
。
【００２３】
　本件発明者は、長年の研究の末、洗い場床に付着した状態の角質について、多量の洗浄
水を散水しなくても、短時間で綺麗に剥ぎ取る技術を見出した。
【００２４】
　同時に、角質を剥ぎ取って排水口に排出する搬送過程で洗い場床に角質が再付着すると
いう問題についても解決できる技術を見出した。
【００２５】
　具体的には、本発明においては、洗い場床上に散水される洗浄水が、排水口に至る過程
の間、連続的な波を発生させながら流動することを特徴とする。
【００２６】
　波の発生に伴う振幅の発生によって、洗い場床の床面に対する上方側へのエネルギが発
生する。この上昇エネルギによって、洗い場床に付着した角質を洗い場床から剥がすこと
ができるのである。
【００２７】
　そして、角質は、一旦洗い場床から剥がすと、水面上を浮遊するか、もしくは、水中に
含まれてしまうため、波の振幅に伴う下方側へのエネルギによって影響される程度は低い
。すなわち、角質にとって、波の影響は、上昇エネルギによる寄与の方が顕著に大きい。
【００２８】
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　要するに、波を発生させることで、上手にかつ綺麗に角質を剥ぎ取ることができるので
ある。
【００２９】
　また、この波を、排水口に至るまでの過程で、連続的に作り出すことが特に有効である
。これによって、洗い場床の全面において角質を満遍なく除去でき、また、剥ぎ取った角
質に上昇エネルギを連続的に作用させることができるため、洗い場床への角質の再付着を
より確実に抑制できる。
【００３０】
　以上、本発明によれば、簡単な構成で、洗い場床から剥ぎ取りにくい角質を除去するこ
とが可能となる。本発明は、発生した黒カビを殺菌する事後対応の技術ではなく、黒カビ
の発生原因である角質を取り除くことでカビの発生を抑えて浴室を長期間きれいな状態に
維持できると言う、事前対応の優れた技術である。
【００３１】
　更に、本発明では、前記黒カビ抑制工程において前記ノズル部から散水される洗浄水は
、前記洗い場床に付着する角質に対して最初に接触して当該角質を前記洗い場床から剥が
すための第１着水部と、前記第１着水部による第１流動水の前記洗い場床の通過した部位
に着水する第２着水部と、を有しており、前記制御部は、前記黒カビ抑制工程を実施する
際、前記第１流動水が前記洗い場床の前記部位を流動する過程において、当該第１流動水
が前記第２着水部による第２流動水によって合流されて前記排水口に向かう方向の推進力
が増大されるように、前記ノズル部の回転を制御するようになっている。
【００３２】
　浴室では、散水された洗浄水は、洗い場床を排水口に向かって移動する過程で、洗い場
床に広く拡散しながら進むため、洗浄水の水位は下がっていく。この水位低下によって、
角質が洗い場床と接触することにより、角質の再付着が起こりやすくなる。
【００３３】
　本態様によれば、前記合流によって水位を上げることができる。すなわち、波の上昇エ
ネルギのみならず、この水位増大の効果によっても、角質の再付着の防止効果を高めるこ
とができる。
【００３４】
　更に、本態様では、波の上昇エネルギを確実に作り出すことができる。すなわち、第１
着水部による第１流動水に第２着水部による第２流動水が合流する時に第１着水部による
第１流動水に対して第２着水部による第２流動水が排水口方向への推進力を増大させるよ
うにノズル部の回転速度が制御されることにより、第１着水部による第１流動水に第２着
水部による第２流動水が勢いを増すように合流して、第１着水部による第１流動水の波の
上昇エネルギを確実に作り出せる。
【００３５】
　これにより、第１着水部による第１流動水は、より多くの角質を剥ぎ取れるようになり
、より効率的に洗い場床の角質を除去できる。
【００３６】
　この場合、前記黒カビ抑制工程において前記ノズル部から散水される洗浄水は、前記第
２流動水によって合流された後の前記第１流動水の前記洗い場床の第２の通過した部位に
着水する第３着水部を更に有しており、前記制御部は、前記黒カビ抑制工程を実施する際
、前記第２流動水によって合流された後の前記第１流動水が前記洗い場床の前記部位を流
動する過程において、当該第１流動水が前記第３着水部による第３流動水によって更に合
流されて前記排水口に向かう方向の推進力が更に増大されるように、前記ノズル部の回転
を制御するようになっていることが好ましい。
【００３７】
　本態様では、波の上昇エネルギを更に確実に作り出すことができる。すなわち、第２流
動水によって合流された後の第１流動水に第３流動水が合流する時に当該第１流動水に対
して第３流動水が排水口方向への推進力を更に増大させるようにノズル部の回転速度が制
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御されることにより、当該第１流動水に第３流動水が勢いを増すように合流して、当該第
１流動水の波の上昇エネルギを更に確実に作り出せる。
【００３８】
　これにより、第２流動水及び第３流動水によって合流された第１流動水は、更に多くの
角質を剥ぎ取れるようになり、より効率的に洗い場床の角質を除去できる。
【００３９】
　また、本発明は、浴室の洗い場を構成すると共に排水口を有する洗い場床と、前記特徴
のいずれかを有する浴室洗い場床用洗浄装置と、を備えた浴室であって、前記洗い場床に
は、前記第１着水部または前記第２着水部が着水し、流動水となって当該洗い場床上を流
れる方向に対して非平行である方向に延びる溝が形成されていることを特徴とする浴室で
ある。
【００４０】
　この場合、散水された洗浄水（第１着水部または第２着水部）が洗い場床に衝突した際
や洗い場床上を流れる際に、洗浄水が溝に衝突して上下方向の波（水の脈動）が形成され
る。このように水の流れが乱れることにより、洗い場床から角質が剥がれ易くなる。
【００４１】
　また、洗浄水が洗い場床上に広がって流れる際にも、当該波によって角質の床への再付
着が抑制される。これにより、散水される洗浄水の水勢や水量が小さくても、角質を床か
ら確実に除去できる。
【００４２】
　また、前記制御部は、前記ノズル部から当該ノズル部に対向する浴室壁側の洗い場床に
向けて前記第２着水部を着水させる際には、前記ノズル部の回転速度が低い、というよう
に前記ノズル部の回転を制御するようになっていることが好ましい。
【００４３】
　散水距離が長いと、散水エネルギが低下して、着水後の洗浄水の流動速度が低くなる。
そのような傾向、特に第２着水部の傾向に合わせて、ノズル部の回転速度を調整すること
で、第１着水部による第１流動水への合流による連続的な波の形成を調整しやすくなり、
角質の除去力や再付着防止性能を維持ないし向上させることができる。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明によれば、洗い場床に残存する黒カビの発生原因である角質を除去する黒カビ抑
制工程を実施することによって、洗い場床上の角質を顕著に低減することができ、ひいて
は洗い場床におけるカビの発生を顕著に抑制することができる。
【００４５】
　また、本発明によれば、洗い場床上に散水される洗浄水が、排水口に至る過程の間、連
続的な波を発生させながら流動することにより、波の発生に伴う振幅の発生によって、洗
い場床の床面に対する上方側へのエネルギが発生する。この上昇エネルギによって、洗い
場床に付着した角質を洗い場床から剥がすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態による浴室洗い場用洗浄装置が設置される浴室の一例を表す
模式的斜視図である。
【図２】図１のカウンターの近傍を拡大した模式的斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る浴室洗い場用洗浄装置を例示する模式図である。
【図４】図１のノズル部の構成の詳細を例示する正面図及び断面図である。
【図５】図１のノズル部の構成の詳細を例示する斜視図、側面図及び平面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る浴室洗い場用洗浄装置の制御フローを示す概略図であ
る。
【図７】図１のノズル部の回転動作の一例を示す概略図である。
【図８】黒カビ抑制工程と対応させた洗い場床を示す平面図である。
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【図９】黒カビ抑制工程におけるタイムチャートを示す概略図である。
【図１０】ピンクスライム抑制工程と対応させた洗い場床を示す平面図である。
【図１１】ピンクスライム抑制工程におけるタイムチャートを示す概略図である。
【図１２】ピンクスライム抑制工程の効果についての実験結果を示す洗い場床の平面図で
ある。
【図１３】本発明の一実施形態に係る浴室洗い場用洗浄装置において、低濃度殺菌水生成
部と除去装置との関係を説明する模式図であり、図１３（ａ）は概略斜視図であり、図１
３（ｂ）は概略断面図である。
【図１４】低濃度殺菌水生成部及び除去装置の他の構成例を示す模式図であり、図１４（
ａ）は概略斜視図であり、図１４（ｂ）は概略断面図である。
【図１５】低濃度殺菌水生成部の第１代替例を示す、図３の相当図である。
【図１６】低濃度殺菌水生成部の第２代替例を示す、図３の相当図である。
【図１７】低濃度殺菌水生成部の第１変形例を示す、図３の相当図である。
【図１８】部分的な除菌効果について説明する平面図である。
【図１９】有効塩素濃度毎の、浴室における発生後の黒カビ及びピンクスライム殺菌時間
と散水量との関係を示すグラフである。
【図２０】有効塩素濃度毎の散水後の濃度減衰を示すグラフである。
【図２１】有効塩素濃度毎のメチロバクテリウムの死滅時間を示すグラフである。
【図２２】本実施形態の第１流動水（第１波）と第２流動水（第２波）との流動状態を示
す概略図であり、図２２（ａ）は概略平面図であり、図２２（ｂ）～図２２（ｄ）は、概
略断面図である。
【図２３】好適な散水条件の一例を纏めた図表である。
【図２４】水道水と低濃度殺菌水との散水範囲の一例を示す概略図である。
【図２５】低濃度殺菌水の散水範囲の一例を示す概略図である。
【図２６】排水口手前の一時停止制御の一例を示す概略図である。
【図２７】排水口手前の一時停止制御を採用した黒カビ抑制工程におけるタイムチャート
を示す概略図である。
【図２８】排水口手前の一時停止制御を採用したピンクスライム抑制工程におけるタイム
チャートを示す概略図である。
【図２９】波が角質を運ぶ様子を示す模式図であり、図２９（ａ）は概略平面図であり、
図２９（ｂ）は、概略断面図である。
【図３０】水位の低下によって角質の再付着が起こりやすくなる様子を示す模式図である
。
【図３１】第１着水部と第２着水部の合流の様子を示す模式図である。
【図３２】更に第３着水部の合流の様子を示す模式図である。
【図３３】角質の残存が黒カビ発生の主要因であることを説明するための実験結果を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
  以下、添付図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。理解を容易にする
ため、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付し、重複する
説明は省略する。
【００４８】
　＜浴室の一例＞
　まず、本発明の一実施形態による浴室洗い場用洗浄装置１００が設置される浴室の一例
について説明する。図１は、そのような浴室の一例を表す模式的斜視図である。
【００４９】
　図１に示すように、浴室洗い場用洗浄装置１００が設置される浴室５００は、概ね直方
体の４つの側面に相当する配置の第１壁５４１、第２壁５４２、第３壁５４３、第４壁５
４４を備えている。第２壁５４２は、第１壁５４１と対向しており、第４壁５４４は、第
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３壁５４３と対向している。第１壁５４１と第２壁５４２とは、それぞれ、第３壁５４３
及び第４壁５４４と接続されている。
【００５０】
　説明の便宜上、本明細書において、第２壁５４２（図１の奥側の壁）から第１壁５４１
（図１の手前側の壁）へ向かう方向を「前方」とし、これと反対の方向を「後方」とする
。また、前後方向および上下方向に対して垂直な方向を横方向とする。
【００５１】
　第４壁５４４の側に浴槽５１０が設けられており、当該浴槽５１０と第３壁５４３との
間に洗い場床５２０（浴室洗い場床）が設けられている。すなわち、浴槽５１０と洗い場
床５２０とは、共に前後方向に延びて、横方向に並んでいる。洗い場床５２０は、第３壁
５４３に加えて、第１壁５４１の一部及び第２壁５４２の一部にも接している。
【００５２】
　洗い場床５２０には、排水口５２１が設けられている。排水口５２１は、洗い場床５２
０の前後方向における中央付近であって、洗い場床５２０の横方向における浴槽５１０側
の端に設けられている。洗い場床５２０には、排水口５２１へ向かう緩やかな（例えば１
～５°程度の）排水勾配（傾斜）が設けられている。また、洗い場床５２０の表面は、親
水コーティングされている。
【００５３】
　そして、洗い場床５２０が接している第２壁５４２の一部に（浴室５００の後方側に）
、カウンター５３０が設けられている。浴室５００の第２壁５４２には、鏡、給水栓、シ
ャワーホースなどが適宜設けられている。
【００５４】
　図２は、カウンター５３０の近傍を拡大した模式的斜視図である。図２に示すように、
カウンター５３０は、天板５３１と下カバー５３２とを有しており、洗い場床５２０から
上方に離間して配置されている。カウンター５３０は、上方から見たときに、横方向に長
い略矩形状の形状を有する。浴室５００の前後方向におけるカウンター５３０の幅は、８
０ｃｍとなっており、浴室５００の横方向におけるカウンター５３０の幅（長さ）は、洗
い場床５２０の横方向における幅と同等となっている。
【００５５】
　＜浴室洗い場用洗浄装置の水路＞
　次に、図３は、本発明の一実施形態に係る浴室洗い場用洗浄装置を例示する模式図であ
り、カウンター５３０を側方から見た様子を示している。図３に示すように、本実施形態
に係る浴室洗い場用洗浄装置１００（以下、説明の便宜上、「洗浄装置１００」と略称す
る）は、カウンター５３０の下部に突出するノズル部１０ａと、カウンター５３０の内部
に収容された制御部３０（後述するように散水制御部と回転制御部とを兼ねる）と、を備
えている。
【００５６】
　図２にも示すように、ノズル部１０ａは、カウンター５３０の下部に、洗い場床５２０
から離間した位置に配置されている。本実施形態のノズル部１０ａは、カウンター５３０
の横方向における中央付近に設置されている。すなわち、ノズル部１０ａは、洗い場床５
２０の横方向における中央付近に設置されている。
【００５７】
　図３に戻って、浴室５００の外部（例えば第２壁５４２の後方）に、給水管５１と、給
湯管５２と、が設けられている。給水管５１は、図示しない水道管と接続されている。こ
れにより、給水管５１から水道水が洗浄装置１００に供給されるようになっている。
【００５８】
　カウンター５３０の内部（天板５３１と下カバー５３２との間）には、第１ストレーナ
５３ａと、第１電磁弁５４ａと、第２電磁弁５４ｂと、調圧弁５５と、バキュームブレー
カ５７と、逆止弁５６と、除菌水生成部２０と、第２ストレーナ５３ｂと、制御部３０と
、が設けられている。第１ストレーナ５３ａは、給水管５１と接続されており、第１スト
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レーナ５３ａの下流において、水道水の流路は２つに分岐している。
【００５９】
　第１ストレーナ５３ａの下流側の一方の流路は、第１電磁弁５４ａを介して、水道水（
水の一例である）を直接的にノズル部１０ａに供給するようになっている。第１電磁弁５
４ａを開くことで、水道水がノズル部１０ａに供給されるようになっている。
【００６０】
　第１ストレーナ５３ａの下流側の他方の流路には、上流側から順に、第２電磁弁５４ｂ
、調圧弁５５、バキュームブレーカ５７、逆止弁５６、低濃度殺菌水生成部２０、第２ス
トレーナ５３ｂが接続されており、低濃度殺菌水をノズル部１０ａに供給するようになっ
ている。
【００６１】
　第１電磁弁５４ａ及び第２電磁弁５４ｂは、それぞれ、水道水の流路を開く動作、及び
、水道水の流路を閉じる動作、を行うようになっている。
【００６２】
　調圧弁５５は、供給される水道水の圧力を制御するようになっている。これにより、後
述する低濃度殺菌水生成部２０（殺菌剤生成装置の一例）に供給される水道水の流量を所
望に調整することができる。低濃度殺菌水生成部２０に供給される水道水の流量を調整す
ることで、ノズル部１０ａに供給される低濃度殺菌水の流量が調整される。（もっとも、
調圧弁５５の代わりに、あるいは、調圧弁５５に加えて、第２電磁弁５４ｂを用いて水道
水の流量を調整してもよい。）
【００６３】
　低濃度殺菌水生成部２０は、陽極と陰極とを有する電解室（電解槽）である。低濃度殺
菌水生成部２０は、陽極と陰極との間に電圧を印加して、それら電極の間を流れる水道水
を電気分解することで、低濃度の次亜塩素酸を生成するようになっている。水道水は、塩
化物イオンを含んでいるため、その塩化物イオンを電気分解することによって、次亜塩素
酸が生成される。
【００６４】
　そして、本実施形態の低濃度殺菌水生成部２０の下流部は、除去装置２０ｂとなってい
て、当該低濃度殺菌水生成部２０の上流部である次亜塩素酸生成槽２０ａ（殺菌剤生成装
置の一例）において生成された次亜塩素酸を用いて水道水中のメチロバクテリウムを死滅
させることによって、メチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成するようになっている
。低濃度殺菌水生成部２０の出口領域における洗浄水の塩素濃度は、０．４～１．０ｐｐ
ｍである（水道水の塩素濃度は、通常、０．１～０．３ｐｐｍである）。これにより、低
濃度殺菌水生成部２０は、流路構成を複雑にすることなく、水道水から低濃度殺菌水（メ
チロバクテリウムを含まない洗浄水の一例）を生成するようになっている。
【００６５】
　低濃度殺菌水は、金属イオン水（例えば、銀イオン、銅イオンまたは亜鉛イオンなどの
金属イオンを含む水）またはオゾンを含む水であってもよい。例えば、水道水が電気分解
される際、陰極においては酸（Ｈ+）が消費され、陰極の近傍ではｐＨが上昇する。すな
わち、陰極の近傍では、アルカリ水が生成される。一方、陽極においてはアルカリ（ＯＨ
-）が消費され、陽極の近傍ではｐＨが下降する。すなわち、陽極の近傍では、酸性水が
生成される。低濃度殺菌水生成部２０における流量を変化させることで、低濃度殺菌水に
含まれる成分の濃度を制御することができる。もっとも、低濃度殺菌水生成部２０は、電
解室に限定されるわけではない。
【００６６】
　なお、ストレーナ５３ａ、５３ｂ、電磁弁５４ａ、５４ｂ、調圧弁５５、バキュームブ
レーカ５７、逆止弁５６、低濃度殺菌水生成部２０及び制御部３０の少なくとも一部が、
カウンター５３０の外部や浴室５００の外部に設けられることも可能である。例えば、図
１に破線で示したように、制御部３０を浴室５００の外部に設けることも可能である。
【００６７】
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　第１電磁弁５４ａ、第２電磁弁５４ｂ、調圧弁５５及び低濃度殺菌水生成部２０は、散
水制御部としての制御部３０によって適宜に制御されるようになっている。これにより、
ノズル部１０ａからの水道水（水の一例）の散水と、ノズル部１０ａからの低濃度殺菌水
の散水と、を互いに独立に制御できるようになっている。
【００６８】
　具体的には、第１電磁弁５４ａ及び第２電磁弁５４ｂは、制御部３０からの信号に基づ
いて、水道水の流路の開閉を行う。これにより、下流側に供給される水道水の流量が制御
される。また、低濃度殺菌水生成部２０は、制御部３０からの信号に基づいて、電解室の
ＯＮ／ＯＦＦ等を切り替える。このようにして制御部３０は、低濃度殺菌水における各種
構成成分の濃度、吐水される洗浄水（水道水または低濃度殺菌水）の瞬間流量（単位時間
当たりの流量）、吐水される洗浄水の総水量、を制御することができる。
【００６９】
　＜浴室洗い場用洗浄装置のノズル部の詳細＞
　本実施形態において、ノズル部１０ａの位置姿勢は、洗浄水（水道水または低濃度殺菌
水）が散水される洗い場床５２０上の領域を変えるよう、変動することができる。具体的
には、ノズル部１０ａは、電動モータ１７によって回転駆動されるようになっている。電
動モータ１７は、例えばステッピングモータからなる。
【００７０】
　電動モータ１７は、回転制御部としての制御部３０によって制御されるようになってい
る。これにより、ノズル部１０ａは、制御部３０からの信号に基づいて電動モータ１７が
制御されることにより、回転角度や回転速度が変化するようになっている。また、制御部
３０には、操作部３５が接続されていて、浴室利用者が適宜の操作を行うことができるよ
うになっている。
【００７１】
　図４（ａ）は、本実施形態のノズル部の構成の詳細を例示する正面図であり、図４（ｂ
）は、図４（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。本実施形態のノズル部１０ａは、図４（ａ）
及び図４（ｂ）に示すように、第１貯水部１４ａと、第２貯水部１４ｂと、第１ノズル開
口１１ａと、第２ノズル開口１２ａと、を有している。
【００７２】
　第１ノズル開口１１ａは、第１貯水部１４ａの内部と外部とを繋ぐ孔であり、第２ノズ
ル開口１２ａは、第２貯水部１４ｂの内部と外部とを繋ぐ孔である。第１電磁弁５４ａを
通過した水道水は、第１貯水部１４ａ内に供給され、第１ノズル開口１１ａから吐水され
るようになっている。低濃度殺菌水生成部２０によって生成された低濃度殺菌水は、第２
貯水部１４ｂ内に供給され、第２ノズル開口１２ａから吐水されるようになっている。
【００７３】
　もっとも、貯水部及びノズル開口は、水道水の散水と低濃度殺菌水の散水とで共用され
るようになっていてもよい。そのような構成が採用される場合、ノズル部１０ａの構成は
簡単になるが、水道水の散水と低濃度殺菌水の散水との両方を同時に実施することはでき
ない。
【００７４】
　図５（ａ）は、第２ノズル開口１２ａから洗浄水として低濃度殺菌水が吐水される様子
を表す斜視図であり、図５（ｂ）は、第１ノズル開口１１ａから洗浄水として水道水が吐
水される様子を表す斜視図である。
【００７５】
　図５（ｃ）、図５（ｄ）は、それぞれ、図５（ａ）、図５（ｂ）に示した状態を、図中
のＸ方向に沿って見た側面図である。このように、洗浄水は、Ｘ方向に対して垂直なＺ方
向に広がる扇状又は三角形状となって、第１ノズル開口１１ａ及び第２ノズル開口１２ａ
のそれぞれから吐水される。
【００７６】
　図５（ｅ）、図５（ｆ）は、それぞれ、図５（ａ）、図５（ｂ）に示した状態をＺ方向
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に沿って見た平面図である。Ｚ方向に沿って見たときの吐水された洗浄水の広がりは、Ｘ
方向に沿って見たときの吐水された洗浄水の広がりよりも狭い。例えば、第１ノズル開口
１１ａ及び第２ノズル開口１２ａは、それぞれ、Ｚ方向に沿って見たときに洗浄水をライ
ン状に吐水する。第１ノズル開口１１ａ及び第２ノズル開口１２ａの形状によって、吐水
される洗浄水の広がり方を調整できる。
【００７７】
　また、ノズル部１０ａは、Ｚ方向に延びる軸１０ｘを有する。この例では、ノズル部１
０ａは、軸１０ｘが鉛直方向（上下方向）と略平行になるように配置されている。ノズル
部１０ａは、電動モータ１７の駆動力を受けて、軸１０ｘを中心として回転することがで
きる。ノズル部１０ａは、軸１０ｘと交差する方向に洗浄水を吐水するため、ノズル部１
０ａの回転によって洗浄水を吐水する領域を変えることができる。
【００７８】
　なお、本明細書において「吐水方向」とは、軸１０ｘに沿って見たときに、洗浄水が吐
水される方向をいうものとする。すなわち、この例では、「吐水方向」は、上方から見た
ときに洗浄水が吐水される方向である。上方から見たとき、洗浄水が複数の方向に広がっ
て吐水される場合には、複数の方向の中央を「吐水方向」とすることができる。あるいは
、上から見たときに、ノズル開口１１ａ、１２ａを中心に扇状または三角形状に広がって
洗浄水が吐水される場合、その扇状または三角形状の範囲を概略二等分する方向を「吐水
方向」とすることができる。
【００７９】
　＜本実施形態の作用＞
　次に、以上のような構成からなる本実施形態の洗浄装置１００の動作例（作用）につい
て説明する。図６は、本実施形態の洗浄装置１００の制御フローを示す概略図である。
【００８０】
　本実施形態の洗浄装置１００の制御部３０は、散水制御部として、ノズル部１０ａから
洗い場床５２０上に水道水（水の一例）を散水させることによって、洗い場床５２０上の
角質を水道水と一緒に排水口５２１に流す黒カビ抑制工程Ｓ１を実施するようになってい
る。ここで、本実施形態の制御部３０は、回転制御部として、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施
の際に、電動モータ１７を制御して、ノズル部１０ａが回転している間に連続的に当該ノ
ズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになっている。
【００８１】
　そして、本実施形態の制御部３０は、散水制御部として、黒カビ抑制工程Ｓ１の後に、
ノズル部１０ａから浴室洗い場床５２０上に、メチロバクテリウムを含まない洗浄水の一
例である低濃度殺菌水を散水させることによって、洗い場床５２０上の水道水を排水口５
２１に流すことで、洗い場床５２０上の水道水を低濃度殺菌水に置換するピンクスライム
抑制工程Ｓ３を実施するようになっている（本実施形態における低濃度殺菌水は、メチロ
バクテリウムのゼロを目指した洗浄水の一例に過ぎないが、殺菌作用があれば図１８を参
照して後述する副次的な効果を得ることができる）。ここで、本実施形態の制御部３０は
、回転制御部として、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際においても、電動モータ１
７を制御して、ノズル部１０ａが回転している間に連続的に当該ノズル部１０ａから洗い
場床５２０上に低濃度殺菌水を散水させるようになっている。
【００８２】
　ここで、図７は、本実施形態のノズル部１０ａの回転動作の一例を示す概略図である。
図７の各矢印において、破線で表した方向にノズル部１０が回転するときは、ノズル部１
０は洗浄水（水道水または低濃度殺菌水）を吐水しないことを表す。逆に、実線で表した
方向にノズル部１０が回転するときは、ノズル部１０が洗浄水（水道水または低濃度殺菌
水）を吐水することを表す。
【００８３】
　本実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施を開始する際、ノズル部１０ａがカウンタ
ー５３０の下部の第２壁５４２に向けて略垂直に水道水を着水させることができる位置（
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初期位置Ｐ１）から、ノズル部１０ａの回転が開始されるようになっている。
【００８４】
　後述するように、本実施形態では、ピンクスライム抑制行程Ｓ３の終了後、ノズル部１
０ａはそのような初期位置Ｐ１まで移動される。もっとも、何らかの事情で、更にその後
にノズル部１０ａが回転してしまうことがあり得るため、必要に応じて、まず、ノズル部
１０ａが、そのような初期位置Ｐ１まで移動される（原点出し工程Ａ０１）。当該原点出
し工程Ａ０１の間は、水道水の吐水は開始されない。
【００８５】
　次に、ノズル部１０ａは、そのような初期位置Ｐ１（排水口５２１に対して一方の側の
位置において水道水を着水させることができる第１位置）から、ノズル部１０ａが排水口
５２１に向けて水道水を着水させることができる位置（第２位置Ｐ２）に至るまで、反時
計回り方向の逆回転動作を実施する（第１逆回転動作Ａ０２）。この間、第１電磁弁５４
ａが開状態（ＯＮ）とされて水道水の吐水が実施され、黒カビ抑制工程Ｓ１の前半が実施
される。
【００８６】
　この逆回転動作の途中、図８に示すように、ノズル部１０ａは、横方向に見て第２位置
Ｐ２と対称な第４位置Ｐ４を通過するが、図９に示すように、本実施形態では、初期位置
Ｐ１から第４位置Ｐ４までの平均回転速度を、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２までの平均
回転速度よりも高くしている。
【００８７】
　図８は、本実施形態の制御フローによって黒カビ抑制工程Ｓ１が実施される洗い場床５
２０の領域を模式的平面図で示したものである。図９は、当該黒カビ抑制工程Ｓ１におけ
るタイムチャートを示す概略図である。
【００８８】
　図９に示すように、本実施形態の制御部３０は、回転制御部として、電気モータ１７が
回転状態と停止状態とを交互に繰り返すような制御を実施する（これにより、図２９を参
照して後述されるような流動水の波(脈動)が形成される）。そして、制御部３０は、停止
状態の時間の長さを変化させることで、ノズル部１０ａの平均回転速度を変化させるよう
になっている。図９に示すように、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２までの間、第１位置Ｐ
１から第４位置Ｐ４までの間と比較して停止状態の時間の長さを増大させることで、ノズ
ル部１０ａの平均回転速度を小さくしている。これによれば、ノズル部１０ａの平均回転
速度を、極めて容易かつ高精度に変化させることができる。
【００８９】
　図９（及び後述の図１１）において、「ノズル部の回転」として示しているグラフにお
ける「１」は、ノズル部１０ａが反時計回り方向に回転していること（逆回転動作）を表
し、「０」は、ノズル部１０ａが回転を停止していることを表し、「－１」は、ノズル部
１０ａが時計回り方向に回転していること（順回転動作）を表している。
【００９０】
　その後、ノズル部１０ａは、第２位置Ｐ２（排水口５２１に向けて水道水を着水させる
ことができる位置）から初期位置Ｐ１まで、反時計回り方向の逆回転動作を継続する（第
２逆回転動作Ａ０３）。但し、この間は、第１電磁弁５４ａが閉状態（ＯＮ）とされて水
道水の吐水は実施されず、ノズル部１０ａの回転速度も高速とされる。
【００９１】
　そして、ノズル部１０ａが初期位置Ｐ１に至ると、今度は時計回り方向の順回転動作が
開始される（第１順回転動作Ａ０４）。第２位置Ｐ２に戻るまでの当該順回転動作の間、
第１電磁弁５４ａが開状態（ＯＮ）とされて水道水の吐水が実施され、黒カビ抑制工程Ｓ
１の後半が実施される。
【００９２】
　その後、ノズル部１０ａは、第２位置Ｐ２（排水口５２１に向けて水道水を着水させる
ことができる位置）から初期位置Ｐ１まで、時計回り方向の順回転動作を継続する（第２
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順回転動作Ａ０５）。この間は、第１電磁弁５４ａが閉状態（ＯＮ）とされて水道水の吐
水は実施されず、ノズル部１０ａの回転速度も高速とされる（止水工程Ｓ２）。
【００９３】
　以上のような黒カビ抑制工程Ｓ１によれば、ノズル部１０ａが回転している間に連続的
に当該ノズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水が散水されるため、水道水はノズル
部１０ａの回転に伴って付勢された水流となって、洗い場床５２０上の角質を効果的に洗
い流すことができる。
【００９４】
　更に、前記黒カビ抑制工程Ｓ１によれば、水道水の吐水が、第１逆回転動作Ａ０２の間
と第１順回転動作Ａ０４の間とに実施され、第２逆回転動作Ａ０３の間には実施されない
。すなわち、水道水の吐水は、排水勾配の上流側の領域から下流側の領域に連続的に着水
するようになっている。このことにより、更に効果的に洗い場床５２０上の角質を水道水
と一緒に排水口５２１に流すことができる。
【００９５】
　次に、ノズル部１０ａは、初期位置Ｐ１（排水口５２１に対して一方の側の位置におい
て低濃度殺菌水を着水させることができる第１位置）から、ノズル部１０ａが排水口５２
１に向けて低濃度殺菌水を着水させることができる位置（第２位置Ｐ２）に至るまで、反
時計回り方向の逆回転動作を実施する（置換第１逆回転動作Ａ０６）。この間、第１電磁
弁５４ａは閉状態（ＯＦＦ）に戻され、第２電磁弁５４ｂが開状態（ＯＮ）とされて低濃
度殺菌水の吐水が実施され、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の前半が実施される。
【００９６】
　この逆回転動作の途中、図１０に示すように、ノズル部１０ａは、横方向に見て第２位
置Ｐ２と対称な第４位置Ｐ４を通過するが、図１１に示すように、本実施形態のピンクス
ライム抑制工程Ｓ３（の前半）では、黒カビ抑制工程Ｓ１（の前半）と同様に、初期位置
Ｐ１から第４位置Ｐ４までの平均回転速度を、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２までの平均
回転速度よりも高くしている。
【００９７】
　図１０は、本実施形態の制御フローによってピンクスライム抑制工程Ｓ３が実施される
洗い場床５２０の領域を模式的平面図で示したものであり、図１１は、当該ピンクスライ
ム抑制工程Ｓ３におけるタイムチャートを示す概略図である。
【００９８】
　図１１に示すように、本実施形態の制御部３０は、回転制御部として、電気モータ１７
が回転状態と停止状態とを交互に繰り返すような制御を実施する。そして、制御部３０は
、停止状態の時間の長さを変化させることで、ノズル部１０ａの平均回転速度を変化させ
るようになっている。図１１に示すように、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２までの間、第
１位置Ｐ１から第４位置Ｐ４までの間と比較して停止状態の時間の長さを増大させること
で、ノズル部１０ａの平均回転速度を小さくしている。これによれば、ノズル部１０ａの
平均回転速度を、極めて容易かつ高精度に変化させることができる。
【００９９】
　また、本実施形態では、図９に示す黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際の平均回転速度と、
図１１に示すピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際の平均回転速度とが、異なっている
。すなわち、黒カビ抑制工程Ｓ１とピンクスライム抑制工程Ｓ３との各々について、最適
なノズル部１０ａの平均回転速度が採用されている。
【０１００】
　特に、本実施形態では、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際の平均回転速度の方が
、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際の平均回転速度よりも、小さい。従って、黒カビ抑制工
程Ｓ１よりもピンクスライム抑制工程Ｓ３の方がゆっくりと実施される（図８及び図１０
に洗い場床５２０の領域毎のノズル部１０ａの回転時間を示している）。これに伴って、
例えば、ピンクスライム抑制工程Ｓ３における低濃度殺菌水の散水領域（吐水距離）を、
黒カビ抑制工程Ｓ１における水道水の散水領域（吐水距離）よりも、広く(長く）設定す
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ることが容易となる。この場合、浴室洗い場床５２０上に散水された水道水を、より確実
に低濃度殺菌水で置換することができる。このような例については、図２４及び図２５を
参照して後述される。
【０１０１】
　その後、ノズル部１０ａは、第２位置Ｐ２（排水口５２１に向けて低濃度殺菌水を着水
させることができる位置）から初期位置Ｐ１まで、反時計回り方向の逆回転動作を継続す
る（置換第２逆回転動作Ａ０７）。但し、この間は、第２電磁弁５４ｂが閉状態（ＯＮ）
とされて低濃度殺菌水の吐水は実施されず、ノズル部１０ａの回転速度も高速とされる。
【０１０２】
　そして、ノズル部１０ａが初期位置Ｐ１に至ると、今度は時計回り方向の順回転動作が
開始される（置換第１順回転動作Ａ０８）。第２位置Ｐ２に戻るまでの当該順回転動作の
間、第２電磁弁５４ｂが開状態（ＯＮ）とされて低濃度殺菌水の吐水が実施され、ピンク
スライム抑制工程Ｓ３の後半が実施される。
【０１０３】
　この後、本実施形態のノズル部１０ａは、第２位置Ｐ２（排水口５２１に向けて低濃度
殺菌水を着水させることができる位置）において一時停止して、排水口５２１の水道水を
集中的に低濃度殺菌水で置換してもよい。一時停止の時間は、例えば５０秒間である。
【０１０４】
　その後、ノズル部１０ａは、第２位置Ｐ２（排水口５２１に向けて低濃度殺菌水を着水
させることができる位置）から初期位置Ｐ１まで、時計回り方向の順回転動作を継続する
（第２順回転動作Ａ０９）。この間は、第２電磁弁５４ｂが閉状態（ＯＮ）とされて水道
水の吐水は実施されず、ノズル部１０ａの回転速度も高速とされる（止水工程Ｓ４）。
【０１０５】
　以上のような制御フローによるピンクスライム抑制工程Ｓ３によれば、ノズル部１０ａ
が回転している間に連続的に当該ノズル部１０ａから洗い場床５２０上に低濃度殺菌水が
散水されるため、低濃度殺菌水はノズル部１０ａの回転に伴って付勢された水流となって
、洗い場床５２０上の水道水を効果的に洗い流すことができる。
【０１０６】
　更に、前記制御フローによるピンクスライム抑制工程Ｓ３によれば、低濃度殺菌水の吐
水が、第１逆回転動作Ａ０６の間と第１順回転動作Ａ０８の間とに実施され、第２逆回転
動作Ａ０７の間には実施されない。すなわち、低濃度殺菌水の吐水は、排水勾配の上流側
の領域から下流側の領域に連続的に着水するようになっている。このことにより、更に効
果的に洗い場床５２０上の水道水を排水口５２１に流すことで、更に効果的に洗い場床５
２０上の水道水を低濃度殺菌水に置換することができる。
【０１０７】
　図１２は、黒カビ抑制工程Ｓ１のみを実施した洗い場床５２０の領域と、黒カビ抑制工
程Ｓ１の後にピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施した洗い場床５２０の領域と、を１ヶ月
間入浴者の入浴後に繰り返し実施した実際の実験結果である。黒カビ抑制工程Ｓ１のみを
実施した洗い場床５２０の領域では、角質の残存量はほぼゼロで、黒カビの発生は認めら
れないものの、ピンクスライムの発生が認められた。一方、黒カビ抑制工程Ｓ１の後にピ
ンクスライム抑制工程Ｓ３を実施した洗い場床５２０の領域では、角質の残存量はほぼゼ
ロで、黒カビの発生は認められず、更にピンクスライムの発生も認められなかった。
【０１０８】
　以上のように、本実施形態によれば、水道水（水の一例）を散水させることによって洗
い場床５２０上の角質を除去する黒カビ抑制工程Ｓ１の後に、メチロバクテリウムの量が
低減された低濃度殺菌水を散水させることによって洗い場床５２０上の水道水を低濃度殺
菌水に置換するピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施することで、洗い場床５２０上に残存
するメチロバクテリウムの量を顕著に低減することができる。これにより、洗い場床５２
０におけるヌメリの発生を効果的に抑制することができる。
【０１０９】
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　また、本実施形態によれば、図９に示すように、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２まで回
転する間、ノズル部１０ａの平均回転速度が小さくされて、水道水の単位面積あたりの散
水量が増大されている。これは、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２まで回転する間に水道水
が散水される洗い場床５２０の領域（ノズル部１０ａから相対的に遠い領域）が、第１位
置Ｐ１から第４位置Ｐ４まで回転する間に水道水が散水される洗い場床５２０の領域（ノ
ズル部１０ａに相対的に近い領域）と比較して、人体から発生した垢等の有機物が残存す
る傾向が高いことに対応したものである。このように、有機物、特には角質、の残存傾向
が高い（ないし残存量が多い）領域に対して、単位面積あたりの散水量を増やしたり、単
位時間あたりの散水量を増やしたり、あるいは総水量を増やしたりすることで、洗い場床
５２０における黒カビの発生をより効果的に抑制することができる。
【０１１０】
　そして、本実施形態によれば、図１１に示すように、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２ま
で回転する間、ノズル部１０ａの平均回転速度が小さくされて、低濃度殺菌水の単位面積
あたりの散水量が増大されている。これは、第４位置Ｐ４から第２位置Ｐ２まで回転する
間に散水される水道水の単位面積あたりの散水量が、第１位置Ｐ１から第４位置Ｐ４まで
回転する間に散水される水道水の単位面積あたりの散水量よりも多いことに対応したもの
である。このように、水道水の散水量が多い領域に対して、単位面積あたりの低濃度殺菌
水の散水量を増やしたり、単位時間あたりの低濃度殺菌水の散水量を増やしたり、あるい
は低濃度殺菌水の総水量を増やしたりすることで、洗い場床５２０におけるヌメリの発生
をより効果的に抑制することができる。
【０１１１】
　また、本実施形態の制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際、及び／または、ピ
ンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際、ノズル部１０ａの回転速度を制御することによっ
て、ノズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水ないし低濃度殺菌水を散水させる時間
を変更できるようになっている。これにより、黒カビ抑制工程Ｓ１及び／またはピンクス
ライム抑制工程Ｓ３を、洗い場床５２０の各領域毎にきめ細かい制御条件で実施すること
ができる。また、本実施形態の洗浄装置１００がこのような散水時間変更機能を有してい
ることは、水道水の給水圧が低い（単位時間あたりの給水量が少ない）場合等において、
所望の散水量を実現する上で有効である。
【０１１２】
＜本実施形態の効果＞
　以上の通り、本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると共に排
水口５２１を有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、洗い場
床５２０上に洗浄水を散水する洗浄手段であるノズル部１０ａと、ノズル部１０ａを制御
する制御部３０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御するこ
とによって、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床５２
０から排水口５２１に排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１と、洗い場
床５２０に残存するメチロバクテリウムを含んだ残水がメチロバクテリウムが取り除かれ
た洗浄水に置換されるように洗浄水を散水するピンクスライム抑制工程Ｓ３と、を実施す
る。
【０１１３】
　本実施形態の洗浄装置１００によれば、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因で
ある角質を除去する黒カビ抑制工程Ｓ１と、洗い場床５２０に残存するメチロバクテリウ
ムを含んだ残水を除去するピンクスライム抑制工程Ｓ３と、を実施することによって、洗
い場床５２０上の角質及びメチロバクテリウムを顕著に低減することができ、ひいては洗
い場床５２０におけるカビの発生を顕著に抑制することができる。
【０１１４】
　特に、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において、洗い場床５２０に残存するメチロバクテ
リウムを含んだ残水が、メチロバクテリウムが取り除かれた低濃度殺菌水に置換されるこ
とにより、高濃度の即効性のある殺菌水を用いなくても、洗い場床５２０上のメチロバク
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テリウムを顕著に低減することができる。そして、浴室５００で菌を殺菌するのではなく
、栄養源を全て死滅させたり取り除くという訳でもなく、微量のメチロバクテリウムを死
滅させれば良いだけなので、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において散水される低濃度殺菌
水は従来考えられていたような高濃度の即効性のある殺菌水である必要はなく、ランニン
グコストを低く抑えることができる。
【０１１５】
　本実施形態の洗浄装置１００は、カビやピンクスライムの発生後に殺菌するという事後
対応技術ではなく、それらの発生源を未然に叩くという事前対応技術であると言える。浴
室５００で発生するカビの種類は、黒カビとピンクスライムであるところ、本実施形態の
洗浄装置１００によれば、これらを抑制することによって、９９％以上の顧客満足度が図
れる。
【０１１６】
　本件発明者は、浴室５００における黒カビとピンクスライムの発生原因となる要因物質
を突きとめた（発見）。すなわち、本件発明者は、黒カビの発生要因が角質であること（
図３３参照）、及び、ピンクスライムの発生要因が水道水中の微量なメチロバクテリウム
であってこれが洗い場床上で増殖することによってピンクスライムが発生すること、を見
出した。そして、これらの特定ができたことによって、カビやピンクスライムの発生後に
それらを死滅させるのはなく、それらの要因物質を未然に取り除くという技術の開発が可
能になった。そして、殺菌水の高濃度化や長時間の殺菌が不要な洗浄技術として、本実施
形態を確立するに至ったものである。
【０１１７】
　本実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１では、角質を洗い場床５２０から除去するために
第１洗浄水としての水道水が散水され、ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、メチロバクテ
リウムを洗い場床５２０から除去するために第２洗浄水としての低濃度殺菌水が散水され
、黒カビ抑制工程Ｓ１とピンクスライム抑制工程Ｓ３とは、時間的に互いに分離された態
様で、それぞれ実施される。
【０１１８】
　これにより、角質を床面から剥ぎ取るように洗浄するための黒カビ抑制工程Ｓ１での第
１洗浄水の散水と、ピンクスライム抑制工程Ｓ３での第１洗浄水に置き換わる第２洗浄水
の散水と、を独立に実施することができる。例えば、前者の水勢、水量が、ある程度必要
であるのに対し、後者の水勢、水量は、さほど必要ない。また、後者については、メチロ
バクテリウムを取り除いたり死滅させたりするフィルターや殺菌装置を用いた処理が必要
であるところ、要求の異なる２つの洗浄水の散水に際して、独立に条件を設定することが
できる。
【０１１９】
　また、本実施形態では、洗浄手段として、第１洗浄水としての水道水及び第２洗浄水と
しての低濃度殺菌水を吐水するためのノズル部１０ａに加えて、ノズル部１０ａよりも上
流の流路内に、水道水からメチロバクテリウムを取り除く除去装置としての低濃度殺菌水
生成部２０を有している。第２洗浄水は、メチロバクテリウムを取り除くことによって、
洗い場床５２０に散水される前段階でメチロバクテリウムが水中に存在しない状態とされ
た水である。
【０１２０】
　要するに、洗い場床５２０に残存する角質は、水で取り除けるのである。水であれば、
角質の剥ぎ取りに必要な水勢、水量を容易に確保することができる。これにより、安価に
、確実に、角質除去を実現することができる。一方、メチロバクテリウムの除去に対して
、広い床面に散水されたメチロバクテリウムを確実に取り除くためには、置換水である第
２洗浄水の量が多く必要になる。除去不良が発生すると、ピンクスライム発生の原因にな
ってしまうからである。そこで、ノズル部１０ａよりも上流の流路内に除去装置を設けて
、当該除去装置によってメチロバクテリウムを散水前に除去することにより、洗い場床５
２０に残る残水をメチロバクテリウムが存在しない水で置換することができるのである。
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これによって、確実なメチロバクテリウムの除去が可能となり、ピンクスライムの発生を
少ない水量、短い時間で防止することができる。
【０１２１】
　以上の通り、本実施形態の洗浄装置１００は、浴室洗い場床５２０における黒カビない
しピンクスライムの発生を、安価に、確実に、短時間に防止することができる実用上極め
て優れた浴室の洗浄技術を確立したものである。
【０１２２】
　また、本実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１は、常に先に実施され、ピンクスライム抑
制工程Ｓ３は、常に後に実施される。
【０１２３】
　黒カビ抑制工程Ｓ１においては、安価な水道水を第１洗浄水として用いて、メチロバク
テリウムを含んだ水を散水することになる。このため、これを後工程で行うと、ピンクス
ライムが発生する原因を再度作り出すことになってしまう。従って、黒カビ抑制工程Ｓ１
を先に行い、その後に第２洗浄水を散水することで、黒カビとピンクスライムの発生を確
実に抑制することができるのである。
【０１２４】
　また、本実施形態では、制御部３００は、洗浄手段であるノズル部１０ａを制御するこ
とによって、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の後に、水の散水が禁止される放置工程として
の止水工程を実施している。
【０１２５】
　これにより、メチロバクテリウムを含む洗浄水が誤って散水されることがないため、ピ
ンクスライムの増殖を効果的に抑制できる。
【０１２６】
　また、本実施形態では、第２洗浄水は、次亜塩素酸を含む水、あるいは、次亜塩素酸を
含む水であって殺菌濃度が低下した後の水である。また、低濃度殺菌水生成部２０は、次
亜塩素酸生成槽２０ａを有しており、除去装置２０ｂが、当該次亜塩素酸生成槽２０ａに
連続して設けられている。そして、水道水が、当該除去装置２０ｂを通過することによっ
て、次亜塩素酸生成槽２０ａによって生成される次亜塩素酸の殺菌作用によってメチロバ
クテリウムを取り除かれて第２洗浄水となる。次亜塩素酸生成槽２０ａは、水道水を電気
分解することによって次亜塩素酸を生成するようになっており、次亜塩素酸生成槽２０ａ
の通電は、少なくとも第２洗浄水がノズル部１０ａから吐水されている間は常時継続され
るようになっている。
【０１２７】
　浴室５００の洗浄の目的で、次亜塩素酸を含む水の利用が検討されたことはあった。し
かし、従来の技術常識においては、散水後にカビを殺菌する作用を十分なものとするため
に、次亜塩素酸の濃度が高い必要があった。具体的には、水道水中の塩素から次亜塩素酸
を生成した程度の濃度では、殺菌作用が低く、散水中（吐水中）の濃度低下によって更に
殺菌作用（殺菌力）が減衰するため、高濃度化のための特別な処理が必要であったし、殺
菌処理も長時間が必要であった。
【０１２８】
　しかるところ、本実施形態の第２洗浄水としては、低濃度の次亜塩素酸でも採用ができ
る。また、本実施形態の第２洗浄水は、メチロバクテリウムを除去すればよいのであって
、散水後に殺菌作用を失って単なる水になっていてもよい。
【０１２９】
　更に、本実施形態の除去装置は、次亜塩素酸生成槽２０内に設けられているので、第２
洗浄水の生成を、極めて簡単な構成で実現することができる。
【０１３０】
　また、この場合、第２洗浄水のノズル部１０ａからの吐水が終了するまで次亜塩素酸生
成槽２０の通電が継続されるため、単純な制御でありながら、確実に真水の散水を防止す
ることができる。これにより、誤った真水散水によるピンクスライムの発生を、簡単かつ
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確実に防止することができる。
【０１３１】
　なお、本実施形態の浴室５００は、当該浴室５００の洗い場を構成すると共に排水口５
２１を有する洗い場床５２０と、前記洗浄装置１００と、当該浴室５００の一側に設置さ
れたカウンター５３０と、当該浴室５００の周縁に設けられた浴室壁５４１～５４４と、
を備えており、洗浄手段としてのノズル部１０ａは、カウンター５３０側に配置されてお
いるが、洗浄手段としてのノズル部１０ａは、洗い場床５２０を排水口５２１に向かって
流れる排水流れにおいて排水口５２１よりも上流側の浴室壁５４１～５４４に、第１洗浄
水及び／または第２洗浄水を着水させるようになっていてもよい。
【０１３２】
　角質やメチロバクテリウムが最も残留しやすい床の部位は、人が体を洗浄するカウンタ
ー５３０のある位置である。この位置に洗浄装置であるノズル部１０ａを配置することで
、例えば次亜塩素酸を用いてメチロバクテリウムを除去した水を第２洗浄水として採用す
る場合、吐水（散水）中の濃度減衰の程度が低く済むため、次亜塩素酸の濃度は更に低く
ても足りる。
【０１３３】
　また、この場合、排水口５２１に向かって流れる排水流れによって、排水口５２１の近
傍に高い水勢を提供することができ、当該水勢が排水口５２１に向けて角質等を押し込む
ように作用することができる。一般に、排水口５２１の近傍は、水の拡散で水位が低下す
ることで角質が再付着するなど、角質除去が難しい場合があるが、この態様によれば、よ
り確実に角質を除去できる。特に、洗浄手段としてのノズル部１０ａが、洗い場床５２０
を排水口５２１に向かって流れる排水流れにおいて排水口５２１よりも上流側の浴室壁５
４１～４３３に、第１洗浄水及び／または第２洗浄水を着水させるようになっている場合
、より確実に角質を除去できる。
【０１３４】
　また、洗い場床５２０の表面は、親水コーティングされていることが好ましい。この場
合、角質やメチロバクテリウムが洗い場床５２０に付着しても、洗い場床５２０と水との
親和性が高いことが、角質やバクテリアの除去に際して極めて有効に作用する。すなわち
、少ない洗浄水の水量、低い洗浄水の水勢でも、迅速かつ十分に黒カビ抑制（角質除去）
ないしピンクスライム抑制（メチロバクテリウムを含まない水への置換）を果たすことが
できる。
【０１３５】
　また、洗い場床５２０には、第１洗浄水及び／または第２洗浄水が着水する方向に対し
て非平行である方向に延びる溝５２２が形成されていることが好ましい（図２９（ｂ）参
照）。この場合、散水された洗浄水が洗い場床５２０に衝突した際や洗い場床５２０上を
流れる際に、洗浄水が溝５２２に衝突して上下方向の波（水の脈動）が形成される。この
ように水の流れが乱れることにより、洗い場床５２０から角質やメチロバクテリウムが剥
がれ易くなる。また、洗浄水が洗い場床５２０上に広がって流れる際にも、当該波によっ
て角質やメチロバクテリウムの床への再付着が抑制される。これにより、散水される洗浄
水の水勢や水量が小さくても、角質やメチロバクテリウムを床から確実に除去できる。
【０１３６】
　更に、制御部３００は、洗浄手段としてのノズル部１０ａを制御することによって、黒
カビ抑制工程Ｓ１の後、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の前に、第１洗浄水が排水口５２１
に排水されるのを待つ散水待機工程を実施するようになっていることが好ましい。この場
合、第１洗浄水を第２洗浄水によって置換するために必要な第２洗浄水の量が、少量で済
む。
【０１３７】
　また、本実施形態の洗浄装置１００を用いて浴室５００の洗い場床５２０を洗浄する場
合、使用者の使用態様に合わせた規制を採用することが更に望ましい。具体的には、使用
者の意図に反して洗浄装置１００から散水されてしまうと、散水が人に衝突したり、当該
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衝突によって角質の除去性や置換性に影響が残るためである。また、浴室外への飛散等を
防止することも重要である。
【０１３８】
　例えば、制御部３００は、予め設定された条件の下で、黒カビ抑制工程Ｓ１及び／また
はピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施を禁止する、あるいは、緊急停止させるようになっ
ていることが好ましい。具体的には、例えば、制御部３００は、浴室５００に利用者がい
ることを示す信号に基づいて、黒カビ抑制工程Ｓ１及び／またはピンクスライム抑制工程
Ｓ３の実施を禁止する、あるいは、緊急停止させるようになっていることが好ましい。あ
るいは、例えば、制御部３００は、浴室５００のドアが開いていることを示す信号に基づ
いて、黒カビ抑制工程Ｓ１及び／またはピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施を禁止する、
あるいは、緊急停止させるようになっていることが好ましい。
【０１３９】
＜散水制御のバリエーション＞
　本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると共に排水口５２１を
有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、洗い場床５２０上に
洗浄水を散水する洗浄手段であるノズル部１０ａと、ノズル部１０ａを制御する制御部３
０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、
洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床５２０から排水口
５２１に排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１と、洗い場床５２０に残
存するメチロバクテリウムを含んだ残水がメチロバクテリウムが取り除かれた洗浄水に置
換されるように洗浄水を散水するピンクスライム抑制工程Ｓ３と、を実施するようになっ
ている。そして、制御部３００は、黒カビ抑制工程Ｓ１とピンクスライム抑制工程Ｓ３と
において、洗い場床５２０に対する散水を変更するように構成されている。
【０１４０】
　黒カビ抑制工程Ｓ１では、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎとって排水口５２１に
残すことなく排出することが重要である。この角質の除去を、散水だけで行う場合は、角
質をふやかして剥ぎ取ることが重要であり、水量、水勢を高くすることが望ましい。
【０１４１】
　一方、メチロバクテリウムを含まない洗浄水を作り、これを散水して残水を置換させる
ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、メチロバクテリウムの除去が不十分であれば、散水さ
れたメチロバクテリウムによってピンクスライムが発生してしまう。よって、高い除去性
能が必要である。また、ピンクスライム抑制工程Ｓ３で散水される洗浄水が殺菌性を持た
ない場合、もしくは殺菌成分が低濃度である場合、発生してしまったピンクスライムの取
り除きができないため、散水前のメチロバクテリウムの除去性能に高い精度が求められる
。
　このように、本実施形態の２つの工程において、異なる要求が存在し、例えば、黒カビ
抑制工程Ｓ１における散水の水量や水勢でピンクスライム抑制工程Ｓ３を実行すると、散
水前にメチロバクテリウムを高精度に除去するには、除去手段の性能がとても高いものが
要求されることになる。
　本実施形態においては、ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、角質をふやかす、剥がすと
いう要求がない、という本件発明者の特有の知見に基づいて、散水の仕方を最適に変える
という簡単な構成で両工程の要求を高いレベルで満足し、メチロバクテリウムの除去性能
を高めている。
【０１４２】
　なお、洗浄手段としてのノズル部１０ａは、黒カビ抑制工程Ｓ１に使用される洗浄水と
して水を用いるように構成されており、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１を実行した後
に、ピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施するようになっている。
　ここで、制御部３０は、ノズル部１０ａを制御することによって、黒カビ抑制工程Ｓ１
とピンクスライム抑制工程Ｓ３との両方において、洗い場床５２０及び洗い場床５２０の
周囲に立ち上がる浴室壁５４１～５４４の下部に散水するようになっていることが更に好
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ましく、黒カビ抑制工程Ｓ１における水道水による浴室壁５４１～５４４の下部に対する
散水位置より、黒カビ抑制工程Ｓ１の後に実施されるピンクスライム抑制工程Ｓ３におけ
るメチロバクテリウムが取り除かれた洗浄水による浴室壁５４１～５４４の下部に対する
散水位置の方が高いことが更に好ましい。
【０１４３】
　本件発明者は、浴室５００における黒カビの発生の殆どの要因が、角質であることを見
出し、角質除去であれば水で良い、ということも合わせて見出した。従って、最も安価で
安全な水、例えば水道水、によって黒カビ抑制工程Ｓ１を実施することが好ましい。
　一方、水によって黒カビ抑制工程Ｓ１を行う場合には、水中のメチロバクテリウムを増
やすように散水することにもなる。従って、黒カビ抑制工程Ｓ１は、ピンクスライム抑制
工程Ｓ３の前に必ず実行することが好ましい。
　以上のような単純な制御態様の採用により、水による黒カビ抑制の課題を解決できる。
　更に、角質は、使用者が体を洗う際に発生するため、シャワー等の影響で浴室壁５４１
～５４４の壁際に溜まりやすい。そのために、黒カビ抑制工程Ｓ１の散水を壁下部にも及
ぶようにすることで、壁際の角質をも確実に除去できる。
　一方、壁際にメチロバクテリウムが散水されれば、壁際にピンクスライムが発生する可
能性も高まる。このため、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の散水領域を黒カビ抑制工程Ｓ１
の散水領域の全てを網羅するように後者より広い範囲とする、すなわち、ピンクスライム
抑制工程Ｓ３において浴室壁５４１～５４４のより高い位置まで散水することが好ましい
。これにより、簡単な制御での、かつ安価な水での洗浄を実現でき、実用上極めて有用な
効果を提供することができる。
【０１４４】
　また、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の単位時間あたりの散水水量に比して、ピン
クスライム抑制工程Ｓ３の単位時間あたりの散水水量が少なくなるように、洗浄手段であ
るノズル部１０ａを制御するようになっていることが好ましい。
【０１４５】
　ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、例えば水中のメチロバクテリウムを散水前に取り除
いた水が散水されるが、床面に貼り付いた角質をふやかしたり、剥がしたりする性能は必
要ない。すなわち、ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、単位時間あたりの散水水量が少な
くても足りる。そして、散水前にメチロバクテリウムを除去することは、散水量が少なけ
れば、容易である。
　一方で、ピンクスライム抑制工程Ｓ３における散水量（流量）を増やせば、置換性能は
高まるし、置換にかかる時間も短縮できる。しかしながら、メチロバクテリウムを含まな
い洗浄水の生成量を確保するための生成性能が高いものが必要となってしまう。
　要するに、ピンクスライム抑制工程Ｓ３では、散水に対する水量や水勢が不要であると
いう知見に基づき、単位時間あたりの散水水量を減少させることが好ましいのである。こ
れによって、安価でありながら確実に残水置換を行えるシステムを構築できる。
【０１４６】
　また、制御部３０は、洗浄手段であるノズル部１０ａを制御することによって、黒カビ
抑制工程Ｓ１の実施後であってピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施前に、散水を停止させ
る散水待機工程を実施するようになっていることが好ましい。
【０１４７】
　例えば水で行う黒カビ抑制工程Ｓ１では、多くの散水によって残水が多く残る。これを
全て完璧にメチロバクテリウムを含まない洗浄水に置換するには、メチロバクテリウムを
含まない洗浄水の多くの生成が必要になる。そこで、黒カビ抑制工程Ｓ１における散水の
後に残った残水が排水口５２１に排水されるのを待つ待機工程を設けることが好ましいの
である。これによって、メチロバクテリウムを含まない洗浄水の生成量を更に抑えること
が可能となり、一層安価で簡単な構成とすることができる。
【０１４８】
　更に、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の単位時間あたりの散水水勢に比して、ピン
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クスライム抑制工程Ｓ３の単位時間あたりの散水水勢が小さくなるように、洗浄手段であ
るノズル部１０ａを制御するようになっていることが好ましい。
【０１４９】
　これによれば、ピンクスライム抑制工程Ｓ３での散水に伴って洗い場床５２０の残水中
のメチロバクテリウムが浴室壁５４１～５４４等に飛散してしまうことが抑制できる。こ
れによって、浴室壁５４１～５４４に飛散した残水がその後に置換済の洗い場床５２０に
再度飛散してしまって洗い場床５２０においてピンクスライムを発生させてしまうという
ことが抑制できる。
【０１５０】
　また、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１における洗い場床５２０の単位面積あたりの
散水水量の総量に比して、ピンクスライム抑制工程Ｓ３における洗い場床５２０の単位面
積あたりの散水水量の総量が多くなるように、洗浄手段であるノズル部１０ａを制御する
ようになっていることが好ましい。
【０１５１】
　浴室５００では、散水の着水位置での水位は高くても、排水口５２１に向かう排水過程
で浴室５００の床面に広がって水位が下がり、また、排水流速も低下する。このため、ピ
ンクスライム抑制工程Ｓ３（置換過程）において、残水中のメチロバクテリウムが床面に
付着した状態を維持してしまって置換不良を起こすリスクがある。そこで、ピンクスライ
ム抑制工程Ｓ３（置換過程）においては、単位時間あたりの散水水量を低下させた場合で
あっても、洗い場床５２０の床面の単位面積当たりの散水水量は多くすることで、置換残
しが生じることを効果的に防止できる。
【０１５２】
　また、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１における散水水量の総量に比して、ピンクス
ライム抑制工程Ｓ３における散水水量の総量が多くなるように、洗浄手段であるノズル部
１０ａを制御するようになっていることが好ましい。
【０１５３】
　メチロバクテリウムを含まない洗浄水を、ゆっくり高精度に生成して、少ない水量をゆ
っくり散水し、一方、全体に散水する総量については多くする、という制御態様が、最も
安価で確実にピンクスライムの発生を防止できる。
【０１５４】
　また、洗浄手段であるノズル部１０ａは、浴室５００の一側に設けられて回転しながら
洗い場床５２０を順次洗浄するようになっており、制御部３０は、洗浄手段であるノズル
部１０ａの回転とともに回転速度を制御するように構成されており、更に制御部３０は、
黒カビ抑制工程Ｓ１におけるノズル部１０ａの回転速度に比して、ピンクスライム抑制工
程Ｓ３におけるノズル部１０ａの回転速度が小さくなるように、ノズル部１０ａを制御す
るようになっていることが好ましい。
【０１５５】
　換言すれば、黒カビ抑制工程Ｓ１における角質の除去に対する散水は、勢いのある多く
の水を散水するとともに、洗浄手段であるノズル部１０ａの回転速度を高めにして、排水
流量の低下や排水流速の低下に伴って発生しやくするなる角質の床面への再付着を確実に
防止することが望ましく、ピンクスライム抑制工程Ｓ３におけるバクテリアを含まない洗
浄水への置換は、少ない洗浄水を飛び散らないようにゆっくりと撒き、また、水量低下に
伴う水位低下で置換残しが起こらないように洗浄手段の回転速度を低めにすることが望ま
しい。
【０１５６】
＜散水制御の状況に応じた変更＞
　本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると共に排水口５２１を
有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、洗い場床５２０上に
洗浄水を散水する洗浄手段であるノズル部１０ａと、ノズル部１０ａを制御する制御部３
０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、
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洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床５２０から排水口
５２１に排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１と、洗い場床５２０に残
存するメチロバクテリウムを含んだ残水がメチロバクテリウムが取り除かれた洗浄水に置
換されるように洗浄水を散水するピンクスライム抑制工程Ｓ３と、を実施する。
　そして更に、本実施形態の制御部３０は、予め設定された条件に従って、黒カビ抑制工
程Ｓ１とピンクスライム抑制工程Ｓ３との少なくとも一方において洗い場床５２０に対す
る散水を変更する実行条件変更手段３０ａを有している（図３参照）。
【０１５７】
　本件発明者は、浴室５００のカビを抑制する洗浄技術の開発にあたり、発生したカビを
殺菌する技術ではなく、事前対応の知見を得ることができた。これは、高濃度の殺菌剤等
を使用することなく、水等の手軽な洗浄水を使用することで、かつ短時間で、カビの発生
を極めて長期間抑制できるものである。
　水や、バクテリアを除去した水や、低濃度の殺菌水を洗浄水として使用する場合、黒カ
ビが発生したりピンクスライムが発生したりしてしまうと、当該洗浄水の散水では殺菌が
できないため、黒カビやピンクスライムの増殖を止めることができない。よって、如何に
黒カビやピンクスライムを発生させないようにするかが重要となる。
　より詳細に説明すれば、角質の除去は、基本的には水でも可能であるのだが、角質が多
い場合や角質が乾燥して床面に貼り付いてしまっていた場合には、当該角質の除去が困難
で残ってしまうことがある。これが原因で黒カビが発生してしまう。また、ピンクスライ
ムは、一旦発生してしまうと、粘膜に覆われているため、水では除去が困難で、殺菌性能
の高いものを用いての対応が必要となる。
　従って、実行条件変更手段３０ａを設けておいて、カビ発生のリスクに応じた条件を予
め設定しておいて、状況に応じて丁寧に各工程Ｓ１、Ｓ３の散水制御を変更することが好
ましいのである。これによって、手動の制御や一定の（固定的な）制御を行うものに比べ
て、飛躍的にカビやピンクスライムの発生を抑制するに成功したものである。
【０１５８】
　例えば、予め設定された条件は、入浴後から洗浄開始までの放置時間に基づく条件であ
る。
　入浴後から洗浄開始までの放置時間が長くなれば、角質の乾燥が生じ、薄い角質は床面
に強固に貼り付く。また、水中のメチロバクテリウムも、乾燥によって洗い場床５２０へ
固着する。角質が洗い場床５２０に固着した状態では、角質の除去性能を高める対応が必
要となる。
　従って、例えば、放置時間が長いほど乾燥が進み固着が進んでいて、放置時間が短けれ
ば固着があまり進んでいないと判断し、洗浄開始にあたり、放置時間に対応するような散
水制御（洗浄制御）を実施することが好ましい。これによって、節水性と除去性の両立を
高めることができる。
【０１５９】
　あるいは、例えば、予め設定された条件は、浴室温度、湿度、時期のいずれかに基づく
条件である。
　温度が高くなれば、角質が早く乾燥するため、固着が発生しやすい。また、湿度が高く
なれば、カビ等の増殖は激しくなる。温度や湿度の情報は、これらの測定結果を用いる他
、時期（季節）の情報に基づいて推定してもよい。これらに対応するような制御を採用す
ることで、浴室５００にカビやピンクスライムという最終的に嫌なものを発生させること
を長期間抑制できる。
【０１６０】
　あるいは、例えば、予め設定された条件は、浴室５００の使用期間に基づく条件である
。
　洗い場を長年使用することによって、洗い場床５２０上に傷や凹凸が形成され、角質や
ピンクスライムが固着しやすくなる。また、汚れの付着やコーティングの劣化等によって
排水性の低下等が生じて、角質やピンクスライムが床面に残りやすくなる懸念が高まる。
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従って、経年変化で変化する浴室５００の状態に合わせた洗浄制御を採用することが好ま
しい。浴室５００の使用期間によって経年補正を行えば、簡単な構成であって煩わしさも
ない一方で、本発明の効果を高めることができる。
【０１６１】
　あるいは、例えば、予め設定された条件は、入浴者数に基づく条件である。
　入浴者数が増加すれば、角質が多くなり、使用水量も多くなるため残留するメチロバク
テリウムも多くなる。入浴者数に見合った洗浄制御が採用されれば、節水性を維持した上
で、最適な黒カビ及びピンクスライムの抑制が実現できる。
【０１６２】
　更に、実行条件変更手段３０ａは、予め設定された条件に従って、黒カビ抑制工程Ｓ１
とピンクスライム抑制工程Ｓ３との少なくとも一方において、当該工程Ｓ１、Ｓ３の実施
時間、当該工程Ｓ１、Ｓ３の洗浄水の単位面積あたりの散水水量の総量、当該工程Ｓ１、
Ｓ２の洗浄水の水勢、当該工程Ｓ１、Ｓ３の洗浄水の水温、当該工程Ｓ１、Ｓ３の洗浄水
がジア塩素酸を含む場合のジア塩素酸濃度、のうちの少なくともいずれか一つを変更する
ようになっていることが好ましい。
　角質除去や、メチロバクテリウムを含まない洗浄水への置換に際して、浴室５００の使
用状態等に応じて、水量、水勢、水温、殺菌濃度の少なくとも一つが変化するため、洗浄
強度を変更でき、当該状態にとって最適な洗浄が実現できる。
【０１６３】
　特に、実行条件変更手段３０ａは、予め設定された条件に従って、黒カビ抑制工程Ｓ１
とピンクスライム抑制工程Ｓ３との両方において、各工程Ｓ１、Ｓ３の洗浄水の単位面積
あたりの散水水量の総量を変更するようになっていることが好ましい。
　例えば、角質やメチロバクテリウムの乾燥等による床面貼り付きに対する対策として、
角質については再度ふやかすことが水でも対応できるのでそのような対応が望ましく、メ
チロバクテリウムを含まない洗浄水への置換については散水水量の増加で置換の確実性を
高めることが望ましい。従って、各工程Ｓ１、Ｓ３の洗浄水の単位面積あたりの散水水量
の総量を変更することによって、安価に確実に黒カビ、ピンクスライムの発生要因を除去
できる。
【０１６４】
　また、本実施形態の制御部３０は、利用者による入力条件に従って、黒カビ抑制工程Ｓ
１とピンクスライム抑制工程Ｓ３との少なくとも一方において洗い場床５２０に対する散
水を変更する手動変更手段３０ｂを更に有する（図３参照）。手動変更手段３０ｂは、操
作部３５に接続されている（図１参照）。
　前述してきたような予め設定された条件に基づく自動制御によっても、洗い場床５２０
は「きれいな状態」を長持ちできる。しかし、「きれいな状態」に対する個々人の評価値
や、使用状態のばらつき（過酷さ）、来客等の際に普段よりも更に一層「きれいな状態」
にしておきたい、といった要望に応えることができるように、利用者による入力条件に従
って手動で制御内容を調整できるような手動変更手段３０ｂを設けておけば、利用者の満
足度や使用勝手を更に向上することができる。
【０１６５】
　なお、制御部３０は、事前対応としての角質除去及びメチロバクテリウムを含まない水
を生成して散水する置換散水からなる事前対応制御と、洗い場床５２０の床面に発生した
カビもしくはピンクスライムを事後対応として殺菌する事後対応制御と、の両方を実施で
きるようになっていることが好ましい。
　カビやピンクスライムの発生原因を取り除くことで浴室５００の洗い場床５２０の「き
れいな状態」を長持ちさせる事前対応制御のみならず、発生したカビやピンクスライムに
も対応できる従来型の事後対応制御をも兼ね備えておくことで、浴室５００の洗い場床５
２０の「きれいな状態」をより確実に長期間維持でき、掃除の手間を相当量低減できる。
【０１６６】
　この場合、制御部３０は、予め決定された第１周期で事前対応制御を実行するようにな
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っており、第１周期より長い予め決定された第２周期で事後対応制御を実行するようにな
っていることが更に好ましい。
　このように、事前対応制御と事後対応制御の各々の頻度を最適化するように調整してお
くことで、ランニングコストを最適化しつつ、「きれいな状態」をより確実に長時間維持
することができる。
【０１６７】
　また、制御部３０は、利用者による入力条件に従って、事後対応制御を不定期に自由に
実施できるようになっていることが好ましい。
　前述してきたような予め設定された条件に基づく自動制御によっても、洗い場床５２０
は「きれいな状態」を長持ちできる。しかし、如何なる状況にあっても確実にカビの発生
を防止するというのは難しい。例えば、角質以外の栄養分の堆積によってカビが発生した
り、メチロバクテリウムが飛散したり置換水でない水を置換後に撒いてしまった場合など
にはピンクスライムが発生してしまう。黒カビやピンクスライムが発生してしまった場合
、水やメチロバクテリウムを含まない洗浄水では、それらを除去できない。そこで、例え
ば殺菌性を高めた洗浄を行う手動モードを設けておけば、「きれいな状態」の長持ち機能
に加えて、発生してしまったカビ等を殺菌する機能も実装でき、利用者の満足度はより一
層高められる。
【０１６８】
　＜ピンクスライム抑制工程の効果＞
　本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると共に排水口５２１を
有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、洗い場床５２０上に
洗浄水を散水する洗浄手段であるノズル部１０ａと、ノズル部１０ａを制御する制御部３
０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、
洗い場床５２０に残存するメチロバクテリウムを含んだ残水がメチロバクテリウムが取り
除かれた洗浄水に置換されるように洗浄水を散水するピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施
するようになっている。
【０１６９】
　本実施形態によれば、洗い場床５２０に残存するメチロバクテリウムを含んだ残水を除
去するピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施することによって、洗い場床５２０上のバクテ
リア、特にはメチロバクテリウム、を顕著に低減することができ、ひいては洗い場床５２
０におけるカビの発生を顕著に抑制することができる。
【０１７０】
　特に、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において、洗い場床５２０に残存するメチロバクテ
リウムを含んだ残水が、水道水中のメチロバクテリウムを取り除いて生成されるメチロバ
クテリウムを含まない洗浄水によって置換されることにより、高濃度の即効性のある殺菌
水を用いなくても、洗い場床５２０上のメチロバクテリウムを顕著に低減することができ
る。そして、浴室５００で菌を殺菌するのではなく、栄養源を全て死滅させたり取り除く
という訳でもなく、微量のメチロバクテリウムを死滅させれば良いだけなので、ピンクス
ライム抑制工程Ｓ３において散水される洗浄水は従来考えられていたような高濃度の即効
性のある殺菌水である必要はなく、ランニングコストを低く抑えることができる。
【０１７１】
　本実施形態は、ピンクスライムの発生後に殺菌するという事後対応技術ではなく、その
発生源を未然に叩くという事前対応技術であると言える。浴室５００で発生するピンクス
ライムについて、本実施形態の洗浄装置１００によれば、この抑制によって、９９％以上
の顧客満足度が図れる。
【０１７２】
　本件発明者は、浴室５００におけるピンクスライムの発生原因となる要因物質を突きと
めた（発見）。すなわち、本件発明者は、ピンクスライムの発生要因が水道水中の微量な
メチロバクテリウムであってこれが洗い場床５２０上で増殖することによってピンクスラ
イムが発生すること、を見出した。そして、この特定ができたことによって、ピンクスラ
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イムの発生後にそれを死滅させるのはなく、その要因物質を未然に取り除くという技術の
開発が可能になった。そして、殺菌水の高濃度化や長時間の殺菌が不要な洗浄技術として
、本実施形態の洗浄装置１００を確立するに至ったものである。
【０１７３】
　洗浄手段は、第１洗浄水としての水道水及び第２洗浄水としての低濃度殺菌水を吐水す
るためのノズル部１０ａに加えて、ノズル部１０ａよりも上流の流路内に、水道水からメ
チロバクテリウムを取り除く除去装置２０ｂを含む低濃度殺菌水生成部２０を有している
。第２洗浄水は、メチロバクテリウムを取り除くことによって、洗い場床５２０に散水さ
れる前段階でメチロバクテリウムが水中に存在しない状態とされた水である。
【０１７４】
　広い洗い場床５２０に散水された水中のメチロバクテリウムを死滅させるためには、メ
チロバクテリウムへの確実なアタックのため、多量の殺菌水が必要になる。また、アタッ
ク不良が発生すると、ピンクスライム発生の原因になる。そこで、ノズル部１０ａよりも
上流の流路内に除去装置を設けて、当該除去装置でメチロバクテリウムを散水前に除去し
、洗い場床５２０に残る残水をメチロバクテリウムが存在しない水で置換する、という構
成を採用したことにより、確実なメチロバクテリウムの除去を可能としたものである。こ
れにより、死滅不良によるピンクスライムの発生を、より少ない水量で、より短い時間で
、防止できる。
【０１７５】
　また、本実施形態の浴室５００においては、洗い場床５２０は、排水口５２１に向かっ
て傾斜するように形成されており、洗浄手段であるノズル部１０ａは、浴室５００内の一
側に設置されたカウンター５３０側に配置され、且つ、排水口５２１より、洗い場床５２
０を排水口５２１に向かって流れる排水流れにおいて上流側となるように配置されており
、洗浄手段としてのノズル部１０ａは、洗い場床５２０の上流側から順次排水口５２１に
向かうように散水するように回動するようになっており、制御部３０は、ピンクスライム
抑制工程Ｓ３において、ノズル部１０ａから先に散水されて洗い場床５２０を流れている
洗浄水よりも上流側に後からの洗浄水が着水するように、ノズル部１０ａの回動速度を変
更するようになっている。
【０１７６】
　これにより、着水した水が排水流れとなって洗い場床５２０の傾斜に沿って排水口５２
１に流れることと、ノズル部１０ａの回動によって順次排水口５２１に向かうように散水
することと、が相俟って、洗い場床５２０に着水した洗浄水を排水口５２１に追い込み易
くなり、洗い場床５２０の床面全体を置換し易くなる。
【０１７７】
　また、先に散水された洗浄水は、洗い場床５２０に着水した後、水膜を形成しながら洗
い場床５２０の傾斜に沿って流れていく。洗い場床５２０を流れる洗浄水の水膜は、広が
りながら排水口５２１に向かうため、水膜がちぎれてしまい、洗浄水が通過する所と通過
しない所が発生してしまう。ここで、先に散水されて洗い場床５２０を流れている洗浄水
よりも上流側に後からの洗浄水が着水するように回動速度を変更することで、先に着水し
た洗い場床５２０の水膜に後から散水される洗浄水が補充されることとなり、水膜がちぎ
れることが防止される。これにより、洗い場床５２０の全面をより確実に洗浄水で置換す
ることができる。
　さらに、水膜の状態を維持できた場合であっても、先に散水された洗浄水よりも下流側
に後からの洗浄水が着水してしまうと、着水時の水跳ねが発生して、メチロバクテリウム
を含む水が飛散して、バクテリアを含む水を洗浄水で置換したにも関わらず置換した領域
にバクテリアを含む水が飛散してしまう。そこで、先に散水され水膜を形成した洗浄水よ
りも上流側に着水させることによって、着水時のバクテリウムを含む水の飛散を防止する
ことができる。
【０１７８】
　また、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の少なくとも一部は、洗い場床５２０から
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上方に立ち上がる浴室壁５４１～５４４に着水することが好ましい。
【０１７９】
　メチロバクテリウムを含む水は、使用者の入浴行為によって、浴室壁５４１～５４４に
も付着する。そして、浴室壁５４１～５４４に長時間付着していると、当該浴室壁５４１
～５４４にピンクスライムが発生してしまう。そこで、洗浄水の少なくとも一部を浴室壁
５４１～５４４に着水させることで、浴室壁５４１～５４４をもメチロバクテリウムを含
まない水で置換することができる。また、浴室壁５４１～５４４と洗い場床５２０との接
続部においても浴室壁５４１～５４４を流れた後の洗浄水が流れるため、確実な置換を実
施することができる。すなわち、浴室壁５４１～５４４の壁面と洗い場床５２０との間の
角部の置換を確実に実施することができる。
【０１８０】
　また、ノズル部１０ａは、排水口５２１に向かって流れる排水流れにおいて上方側とな
る壁面から散水するようになっていることが好ましい。
【０１８１】
　洗い場床５２０の傾斜の上方側の壁面から散水することで、当該壁面によって反射した
洗浄水が排水口５２１に向かう流れが形成される。これにより、壁面によって反射した洗
浄水の流れで洗い場床５２０上に存在するメチロバクテリウムを含む水を排水口５２１に
効率的に排水できる。これにより、浴室壁５４１～５４４の壁面の下部にメチロバクテリ
ウムを含む水が滞留することも防止でき、ピンクスライムの発生を効果的に防止すること
が可能となる。
【０１８２】
　また、制御部３０は、洗い場床５２０の傾斜を流れる排水流れの速度よりも遅い速度で
洗浄手段であるノズル部１０ａを回動させるようになっていることが好ましい。
【０１８３】
　壁面によって反射した洗浄水は、水膜を形成しつつ洗い場床５２０上を進むことになる
が、進むに連れて水膜が広がっていき、水膜がちぎれてしまって、洗浄水が通過する箇所
としない箇所が発生してしまう。そこで、回転速度を工夫することにより、水膜がちぎれ
ないようにすることができ、洗い場床５２０全体をより確実に洗浄水で置換することがで
きる。
【０１８４】
　更に、カウンター５３０に近い壁面に着水する洗浄水は、カウンター５３０から遠い壁
面に着水する洗浄水よりも上方の位置で着水することが好ましい。
【０１８５】
　洗浄手段であるノズル部１０ａから近い洗い場床５２０に着水する水は、着水時に、洗
浄手段であるノズル部１０ａによる吐水（噴射）方向の速度成分が高く、壁面側に更に進
もうとする。壁面方向に進むと、壁面側にメチロバクテリウムが集まってしまって、ピン
クヌメリが発生する可能性が高まる。そこで、壁面の高い位置に着水させることで、排水
口５２１に向かうエネルギーを高めつつ、壁面に着水した後に流れる水と先に着水してい
た水とを合流させ、先に着水していた水が壁面に向かうことを防止することが効果的であ
る。
　洗浄手段であるノズル部１０ａから遠い壁面の高い位置に水を着水させると、洗い場床
５２０の床面の傾斜の稜線を通りこしてしまう場合がある。すなわち、逆流が発生してし
まって、バクテリアを含まない水で置換が完了した領域に、バクテリアを含む水が到達し
てしまう場合がある。そこで、洗浄手段であるノズル部１０ａから遠い壁面に対しては、
より低い位置に着水させることで、床面に着水した水と壁面からの水との速度成分を相殺
させて、そのような逆流が発生することを効果的に抑制することができる。
【０１８６】
　なお、浴室５００の器具を収納する収納部を更に備え、収納部は、洗い場床５２０の床
面よりも上方に設けられることが好ましい。
【０１８７】
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　浴室５００の器具が洗い場床５２０の床面に置かれている状態では、壁面で形成される
排水口５２１に向かう洗浄水の排水流れを遮ってしまうことがあり、洗い場床５２０の床
面全体を置換することができない場合がある。そこで、浴室５００の器具を収納する収納
部を洗い場床５２０の床面よりも上方に設けておくことで、浴室５００の器具が洗い場床
５２０の床面に置かれることが防止され、壁面からの洗浄水の排水流れが遮られずに洗い
場床５２０の全面を置換することができる。
【０１８８】
　この場合、制御部３０は、洗浄手段であるノズル部１０ａを制御することによって、収
納部に対する集中散水工程を実行した後にピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施するように
なっていることが更に好ましい。
【０１８９】
　ピンクスライム抑制工程Ｓ３を実行した後に、収納部に対する集中散水工程を実行する
と、洗い場床５２０が洗浄水で置換された後の領域を集中散水工程時の洗浄水が通過する
ことになり、洗い場床５２０の置換が最終的に不十分な状態で終了する恐れがある。そこ
で、収納部に対する集中散水工程を実行した後にピンクスライム抑制工程Ｓ３を実行する
ことで、置換が不十分な領域が発生することを防止できる
【０１９０】
　また、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の効果に関しても、洗い場床５２０の表面は、親水
コーティングされていることが好ましい。
　この場合、メチロバクテリウムが洗い場床５２０に付着しても、洗い場床５２０と水と
の親和性が高いことが、バクテリアの除去に際して極めて有効に作用する。すなわち、少
ない洗浄水の水量、低い洗浄水の水勢でも、迅速かつ十分にピンクスライム抑制（メチロ
バクテリウムを含まない水への置換）を果たすことができる。
【０１９１】
　また、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の効果に関しても、洗い場床５２０には、洗浄水が
着水する方向に対して非平行である方向に延びる溝５２２が形成されていることが好まし
い（図２９（ｂ）参照）。
　この場合、散水された洗浄水が洗い場床５２０に衝突した際や洗い場床５２０上を流れ
る際に、洗浄水が溝５２２に衝突して上下方向の波（水の脈動）が形成される。このよう
に水の流れが乱れることにより、洗い場床５２０からメチロバクテリウムが剥がれ易くな
る。また、洗浄水が洗い場床５２０上に広がって流れる際にも、当該波によってメチロバ
クテリウムの床への再付着が抑制される。これにより、散水される洗浄水の水勢や水量が
小さくても、メチロバクテリウムを床から確実に除去できる。
【０１９２】
　＜低濃度殺菌水生成のバリエーション＞
　本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると共に排水口５２１を
有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、洗い場床５２０上に
洗浄水を散水する洗浄手段であるノズル部１０ａと、ノズル部１０ａを制御する制御部３
０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、
洗い場床５２０に残存するメチロバクテリウムを含んだ残水がメチロバクテリウムが取り
除かれた洗浄水に置換されるように洗浄水を散水するピンクスライム抑制工程Ｓ３を実施
するようになっている。
【０１９３】
　そして、洗浄手段は、第１洗浄水としての水道水及び第２洗浄水としての低濃度殺菌水
を吐水するためのノズル部１０ａに加えて、ノズル部１０ａよりも上流の流路内に、水か
らメチロバクテリウムを取り除く除去装置２０ｂを含む低濃度殺菌水生成部２０を有して
いる。
　より具体的には、図１３に示すように、本実施形態の低濃度殺菌水生成部２０の下流部
が、除去装置２０ｂとなっていて、当該低濃度殺菌水生成部２０の上流部である殺菌剤生
成装置の一例である次亜塩素酸生成槽２０ａにおいて生成された次亜塩素酸を用いて水道
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水中のメチロバクテリウムを死滅させることによって、メチロバクテリウムを含まない洗
浄水を生成するようになっている。
　除去装置２０ｂは、低濃度殺菌水生成部２０の上流部である殺菌剤生成装置の一例であ
る次亜塩素酸生成槽２０ａで生成された次亜塩素酸（殺菌剤の一例）を含む原水の濃度を
分散させることによって、原水中のメチロバクテリウムを死滅させて、メチロバクテリウ
ムを含まない洗浄水を生成する分散部２０ｃを有している。分散部２０ｃは、具体的には
、互い違いに配置された隔壁２０ｄによって形成されている。その他、図１３において、
２０ｅは電極であり、２０ｆは外郭ケースである。
【０１９４】
　ここで、図１４に示すように、除去装置２０ｂは、次亜塩素酸生成槽２０ａとは別体に
構成されてもよい。この場合、除去装置２０ｂは、次亜塩素酸生成槽２０ａとノズル部１
０ａとの間に設けられることになる。
【０１９５】
　また、図１５は、低濃度殺菌水生成部の第１代替例を示す模式図である。図１５の場合
、次亜塩素酸生成槽２０ａと除去装置２０ｂとを採用する代わりに、配管内を流れる水道
水に熱を与えることで水道水中のメチロバクテリウムを死滅させるためのコイル２１が設
けられている。このような構成によっても、原水中のメチロバクテリウムを死滅させて、
メチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成することができる。
【０１９６】
　更に、図１６は、低濃度殺菌水生成部の第２代替例を示す模式図である。図１６の場合
、次亜塩素酸生成槽２０ａと除去装置２０ｂとを採用する代わりに、紫外線透過性を有す
る配管内を流れる水道水に紫外線を照射することで水道水中のメチロバクテリウムを死滅
させるための紫外線ランプ２２が設けられている。このような構成によっても、原水中の
メチロバクテリウムを死滅させて、メチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成すること
ができる。
【０１９７】
　また、図１７は、低濃度殺菌水生成部の第１変形例を示す模式図である。図１７の場合
、図３の次亜塩素酸生成槽２０ａに加えて、図１５のコイル２１も併設され、更に次亜塩
素酸生成槽２０ａに塩を添加する塩添加装置２３が付加されている。このような構成によ
れば、原水中のメチロバクテリウムを死滅させて、メチロバクテリウムを含まないで且つ
所望の殺菌作用を有する殺菌水を生成することができる。
【０１９８】
　図３及び図１５乃至図１７のいずれの構成が採用されても、ピンクスライムではなくメ
チロバクテリウムという細菌の段階での除去が実施され、かつ、散水前の水からメチロバ
クテリウムを除去するために、効率よくメチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成する
ことができる。
【０１９９】
　このうち、図３の構成が採用される場合、すなわち、ノズル部１０ａよりも上流の流路
内に配置された除去装置２０ｂと当該除去装置２０ｂよりも上流の流路内に配置された次
亜塩素酸生成槽（殺菌剤生成装置の一例）２０ａとが用いられる場合には、即効性さえあ
れば極めて低濃度の次亜塩素酸によっても、非常に安価で、かつ確実に、洗い場床面に発
生し得るピンクスライムを抑制できる。
【０２００】
　なお、本実施形態の除去装置２０ｂは、メチロバクテリウムを死滅させた後の洗浄水が
ノズル部１０ａから吐水された後も浴室５００の全長より短い第１の範囲では低い殺菌能
力が残存している、というような殺菌水を洗浄水として生成するようになっている。
　これにより、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において、洗い場床５２０の前記第１の範囲
では、殺菌と置換とが行われ、洗い場床５２０の前記第１の範囲外である第２の範囲では
、置換のみが行われる、ということが実現できる。
　メチロバクテリウムを含まない洗浄水によって残水を置換することにより、ピンクスラ
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イムの発生を飛躍的に向上でき、きれいな状態を長持ちさせることができる。しかしなが
ら、浴室５００では、洗濯やバケツの水の散水なども行われるため、メチロバクテリウム
が完全にない状態を維持することは難しい。そして、一旦メチロバクテリウムによってピ
ンクスライムが発生すると、殺菌性のないメチロバクテリウムを含まない洗浄水では、ピ
ンクスライムを除去することができず、使用者の手による除去（こすり取ることや殺菌剤
を用いての除去）が必要となる。
　一方で、メチロバクテリウムという細菌の段階での死滅であれば、殺菌剤の劣化が低く
、死滅させた後であっても低濃度の殺菌性を維持させることが容易であり、そのような殺
菌剤を生成することに困難はないし、低濃度の殺菌性であれば機器への影響も小さい。
　そこで、本実施形態では、好適な一態様として、洗い場床５２０の全体に対して殺菌性
を維持するのではなく、第１の範囲において安全かつ容易に殺菌性を確保した散水を実現
できるようにしている。当該範囲においては、残水を置換することによる「きれい」の維
持に加えて、殺菌性も維持できるようにして、置換後にまかれてしまった水のメチロバク
テリウムを除去したり、発生してしまったピンクスライムをアタックしたりする。これに
より、より一層「きれい」を維持でき、洗浄の手間も大幅に抑制できる。
【０２０１】
　また、本実施形態のノズル部１０ａは、浴室５００のカウンター５３０側に配置されて
おり、前記第１の範囲に、カウンター５３０及び排水口５２１が含まれている。
　前記のように、第１の範囲では、置換による「きれい」の維持に加えて、殺菌性をも確
保できる。従って、第１の範囲内にカウンター５３０及び排水口５２１が位置するように
工夫することで、メチロバクテリウムが残存し易くピンクスライムの発生懸念が高い部分
について、殺菌性を確保できる。すなわち、簡単な配置の工夫により、浴室５００におい
て最大の効果を得ることができる。
　図１８は、このような除菌領域と置換領域との一例を示す概略図である。この例では、
洗い場床５２０のカウンター５３０側（ノズル部１０ａ側）の略半分が、除菌領域となっ
ており、カウンター５３０（及びノズル部１０ａ）から遠い側の略半分が、置換領域とな
っている。
【０２０２】
　殺菌効果に関連して、制御部３０は、洗浄手段であるノズル部１０ａを制御することに
よって、洗浄水が空中を経由して直接排水口５２１に着水する、というように洗浄水を散
水できるようになっていることが更に好ましい。
　洗浄水が洗い場床５２０を経由して排水口５２１に至る場合、有機物との接触や残水と
の接触によって、洗浄水の殺菌濃度が下がってしまって、殺菌効果が期待できなくなる場
合がある。これを回避したい場合には、空中を経由して直接排水口５２１に着水するよう
な制御を採用すれば、簡単な構成で、ピンクスライムの発生リスクが高い排水口５２１に
対する置換をより確実に実施できる。
　この場合には、ノズル部１０ａは、カウンター５３０側で、且つ、排水口５２１に近接
するように配設されていることが更に好ましい。
　殺菌剤は、空中を経由するだけでも、空気との接触で殺菌濃度が下がるため、低濃度に
なって効果が期待できなくなる場合がある。そこで、ノズル部１０ａを排水口５２１の近
くに偏倚配置することで、簡単な構成で殺菌濃度の減衰を抑制することができ、すなわち
、殺菌剤を高濃度にする必要なく、すなわち、メチロバクテリウム殺菌後の殺菌剤によっ
て、排水口５２１に対するピンクスライムの殺菌を実現できる。
【０２０３】
　更に、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において、前記第１の範囲では、洗い場床５２０の
床面周囲から立ち上がる浴室壁５４１～５４４の壁面下部にも着水するように洗浄水が散
水されるようになっており、且つ、カウンター５３０側の壁面に対する着水の高さが最も
高いというように散水されるようになっていることが好ましい。
　カウンター５３０の周辺は、入浴者の浴び水やシャワーによる水の飛散が多く、特にカ
ウンター５３０側の浴室壁５４２の壁面はピンクスライムが発生するリスクが高い。そこ
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で、カウンター５３０側の壁面に置換水を着水させて確実に置換を行えるようにし、更に
前記リスクの大きい当該領域において殺菌作用をも維持させることで、ピンクスライムの
発生をより確実に抑制し、「きれいな状態」を長持ちさせることができる。
【０２０４】
　また、本実施形態のノズル部１０ａは、カウンター５３０の下方に配置されている。
　カウンター５３０の下方は、飛散水が最も多く、カウンター５３０の下方の壁面は、ピ
ンクスライム発生のリスクが最も大きい。ノズル部１０ａをカウンター５３０の下方に配
置しておくことにより、そのようなリスクを顕著に低減することができる。
【０２０５】
　また、本実施形態の制御部３０は、除去装置２０ｂを制御することで、前記第１の範囲
を変更できるようになっている。
　ピンクスライム抑制工程Ｓ３における洗浄水での置換によって、きれいな状態を長持ち
させることはできるが、置換後に水等がまかれてしまうこと等によってピンクスライムが
一旦発生すると、メチロバクテリウムを含まない洗浄水の散水では、対応ができない。洗
い場床５２０の全領域を殺菌作用を確保した第１の範囲にするのは、高濃度化が必要であ
り、無駄が生じ得るし、装置腐食等の懸念もある。そこで、第１の範囲を可変にして、す
なわち、洗浄水の殺菌成分の濃度調整を行うことにして、利用者の多様なニーズへの柔軟
な対応を提供することが有益である。これにより、掃除の手間の抑制と、高濃度化頻度の
低下にともなう機器の保全や洗浄時間の短縮など、実用上有用な効果を奏しつつ、置換技
術の課題を軽減できる。
　具体的には、本実施形態の制御部３０によれば、除去装置２０ｂを制御することで、洗
い場床５２０の第１の範囲をゼロにして洗い場床５２０の床面全体を第２の範囲とするモ
ードをも実施可能であるし、かつ、洗い場床５２０の第２の範囲をゼロにして洗い場床５
２０の床面全体を第１の範囲とするモードをも実施可能である。
【０２０６】
　また、本実施形態の低濃度殺菌水生成部２０（殺菌剤生成装置の一例）は、即効性の殺
菌剤として、水道水中の塩素を殺菌成分生成手段である電極によって分解することによっ
て次亜塩素酸を生成するようになっており、除去装置２０ｂは、生成された次亜塩素酸を
用いて水道水中のメチロバクテリウムを死滅させることによって、メチロバクテリウムを
含まない洗浄水を生成するようになっている。
　このように、水道水を使える状況であれば、水道水中の塩素を利用して、低濃度である
が即効性の次亜塩素酸を生成することが便利である。次亜塩素酸は、空気減衰も多いため
、第２の範囲が大きくなるが、メチロバクテリウムを除去するための除去装置２０ｂを近
傍に配置しておけば、メチロバクテリウムを死滅させるのに十分な殺菌性を容易に確保で
きるため、実用上有用である。
【０２０７】
　＜低濃度殺菌水における塩素濃度＞
　本実施形態では、前述の通り、塩素濃度が通常は０．１～０．３ｐｐｍである水道水を
電気分解することによって次亜塩素酸を生成し、当該次亜塩素酸を用いて水道水中のメチ
ロバクテリウムを死滅させることによって、メチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成
するようになっている。これにより、低濃度殺菌水生成部２０は、流路構成を複雑にする
ことなく、水道水から低濃度殺菌水（メチロバクテリウムを含まない洗浄水の一例）を効
率よく生成できるようになっている。
　そして、除去装置２０ｂの内部、特には出口領域、における洗浄水の塩素濃度は、０．
４～１．０ｐｐｍに調整されている。これは、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において有効
な洗浄水は、除去装置２０ｂの内部、特には出口領域、における塩素濃度が０．４～１．
０ｐｐｍであるような洗浄水である、という本件発明者の知見に基づくものである。
【０２０８】
　一旦洗い場床５２０において発生してしまったピンクスライムを除去するためには、塩
素濃度を高濃度化した殺菌水を用いる必要がある。ピンクスライムを死滅させるために必
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要な濃度は、１ｐｐｍ以上である。しかしながら、本実施形態においては、原水中に含ま
れる塩素成分の濃度（塩素濃度が低い地域では０．１ｐｐｍ、全国の水道水の塩素濃度の
平均値は０．３ｐｐｍ）を少しだけ上昇させて、０．４～１．０ｐｐｍとするのみで、ピ
ンクスライムの発生原因であるメチロバクテリウムを除去できるのである。
【０２０９】
　図１３を参照して前述した通り、本実施形態の除去装置２０ｂは、低濃度殺菌水生成部
２０の上流部である殺菌剤生成装置の一例である次亜塩素酸生成槽２０ａで生成された次
亜塩素酸（殺菌剤の一例）を含む原水の濃度を分散させることによって、原水中のメチロ
バクテリウムを死滅させて、メチロバクテリウムを含まない洗浄水を生成する分散部２０
ｃを有している。
　次亜塩素酸生成槽２０ａにおいて局所的に生成され得る次亜塩素酸を、分散部２０ｃに
おいて原水内で効果的に分散させることにより、塩素濃度の低い次亜塩素酸であっても、
より確実にメチロバクテリウムと反応させることができ、原水内のメチロバクテリウムを
効果的に除去することができる。
【０２１０】
　また、前述の通り、本実施形態の除去装置２０ｂは、メチロバクテリウムを死滅させた
後の洗浄水がノズル部１０ａから吐水された後も浴室５００の全長より短い第１の範囲で
は殺菌能力が残存している、というような殺菌水を洗浄水として生成するようになってい
る。
　これにより、ピンクスライム抑制工程Ｓ３において、洗い場床５２０の前記第１の範囲
では、殺菌と置換とが行われ、洗い場床５２０の前記第１の範囲外である第２の範囲では
、置換のみが行われる、ということが実現できる。
　そして、本実施形態の場合、洗い場床５２０の第１の範囲に着水された後の洗浄水の塩
素濃度は、０．４ｐｐｍ以上であることが好ましい。
　メチロバクテリウムを含まない洗浄水によって残水を置換することにより、ピンクスラ
イムの発生を飛躍的に向上でき、きれいな状態を長持ちさせることができる。しかしなが
ら、浴室５００では、洗濯やバケツの水の散水なども行われるため、メチロバクテリウム
が完全にない状態を維持することは難しい。そして、一旦メチロバクテリウムによってピ
ンクスライムが発生すると、殺菌性のないメチロバクテリウムを含まない洗浄水では、ピ
ンクスライムを除去することができず、使用者の手による除去（こすり取ることや殺菌剤
を用いての除去）が必要となる。
　一方で、メチロバクテリウムという細菌の段階での死滅であれば、殺菌剤の劣化が低く
、死滅させた後であっても低濃度の殺菌性を維持させることが容易であり、そのような殺
菌剤を生成することに困難はないし、低濃度の殺菌性であれば機器への影響も小さい。
　そこで、本実施形態では、好適な一態様として、洗い場床５２０の全体に対して殺菌性
を維持するのではなく、第１の範囲において安全かつ容易に殺菌性を確保した散水を実現
できるようにしている。当該範囲においては、残水を置換することによる「きれい」の維
持に加えて、殺菌性も維持できるようにして、置換後にまかれてしまった水のメチロバク
テリウムを除去したり、発生してしまったピンクスライムをアタックしたりする。これに
より、より一層「きれい」を維持でき、洗浄の手間も大幅に抑制できる。
【０２１１】
　ここで、洗い場床５２０の第１の範囲に着水された後の洗浄水の塩素濃度は、０．８ｐ
ｐｍ以上であることが更に好ましい。
　浴室５００に関する顧客要求が高い項目としては、黒カビに対する対策もある。その中
でも、使用者の入浴行為後に、黒カビの原因である角質が集まって貯留される傾向が高い
排水口５２１およびトラップにおける黒カビの発生の抑制に関しては、特に要求が高い。
カウンター５３０および排水口５２１を含む第１の範囲に着水する洗浄水の塩素濃度を０
．８ｐｐｍ以上としておくことで、メチロバクテリウムに加えて、黒カビを除去すること
も可能である。
【０２１２】
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　また、洗浄手段であるノズル部１０ａは、除去装置２０ｂによって生成される洗浄水中
の塩素濃度を高める高濃度化手段（例えば塩添加装置２３）を有していることが更に好ま
しい（図１７参照）。この場合、制御部３０は、当該高濃度化手段を制御することによっ
て、洗い場床５２０の床面全体で殺菌と置換とが行われるような高濃度除去工程を実施で
きる。この場合、ピンクスライム抑制工程Ｓ３と高濃度除去工程とは、選択的に実施され
るようになっていることが好ましい。
　利用者数の多い浴室（汚れの原因菌が多い）や、長期間使用していなかった浴室におい
ては、洗い場床５２０の全体にメチロバクテリウムや黒カビが存在している可能性がある
（黒カビは、空中を浮遊している）。ピンクスライム抑制工程Ｓ３で散水される洗浄水は
、塩素濃度が低いため、このような状況では、メチロバクテリウムや黒カビを殺菌するこ
とができない。そこで、このような状況に対応するべく、高濃度化除去工程を用意してお
くことで、利用者が多い浴室や長期間使用していなかった浴室において、メチロバクテリ
ウムや黒カビを殺菌することができる。
【０２１３】
　以上の効果の説明に、更に以下の３つのグラフを援用する。
　図１９は、有効塩素濃度毎の、浴室における発生後の黒カビ及びピンクスライム殺菌時
間と散水量との関係を示すグラフである。これによれば、黒カビ及びピンクスライム殺菌
時間と散水量とが互いにトレードオフの関係にあることが確認できる。また、有効塩素濃
度が高い程、黒カビ及びピンクスライム殺菌時間を短くすることができる、あるいは、散
水量を少なくすることができることも確認できる。
　しかしながら、散水後の有効塩素濃度を１ｐｐｍとしても、散水量を顕著に低減するに
は至らず、すなわち、依然として相応の散水量が必要である。
　本実施形態のように、散水前のバクテリアを死滅させた洗浄水を用いたピンクスライム
抑制工程Ｓ３を実施することは、節水面で非常に有効である。
　図２０は、有効塩素濃度毎の散水後の濃度減衰を示すグラフである。図２０に示すよう
に、散水前の有効塩素濃度が１ｐｐｍであっても、浴室内での散水中の濃度減衰により、
着水後の有効塩素濃度は大きく低下してしまう。
　浴室５００の全体に洗浄水を飛ばして（散水距離２ｍ程度）、浴室５００の全体におい
て着水後の有効塩素濃度０．４ｐｐｍを達成しようとすると、図２０に示すように、吐水
時の有効塩素濃度を２ｐｐｍ程度にする必要がある。しかしながら、水道水中の有効塩素
成分からそのような高濃度の有効塩素濃度を実現するのは、容易ではない（高濃度化手段
が必要である）。
　図２１は、有効塩素濃度のメチロバクテリウムの死滅時間を示すグラフである。図２１
に示すように、有効塩素濃度が０．４ｐｐｍであれば、メチロバクテリウムは略瞬殺され
る。すなわち、散水前の（減衰前の）事前処理による当該濃度の洗浄水による残水置換で
、ピンクスライムの発生を抑制できるのである。（逆に、有効塩素濃度が０．３ｐｐｍで
は、メチロバクテリウムが生き残ってしまうと言える。）
【０２１４】
　＜黒カビ抑制工程の効果＞
　本実施形態の浴室５００は、当該浴室５００の洗い場を構成する洗い場床５２０と、洗
い場床５２０上の残水を排水するために洗い場床５２０に設けられた排水口５２１と、洗
い場床５２０の周囲から立ち上がる浴室壁５４１～５４４と、洗い場床５２０上に洗浄水
を散水するノズル部１０ａを有する洗浄手段と、洗浄手段のノズル部１０ａを制御する制
御部３０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによ
って、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床５２０から
排水口５２１に排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施するように
なっている。
　そして更に、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水される洗浄水が、洗
い場床５２０の角質を取り除く一方で、取り除いた角質を洗い場床５２０の周囲と浴室壁
５４１～５４４との角部に堆積させることがないように流動するようになっている。
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　本実施形態によれば、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質を除去す
る黒カビ抑制工程Ｓ１を実施することによって、洗い場床５２０上の角質を顕著に低減す
ることができ、ひいては洗い場床５２０におけるカビの発生を顕著に抑制することができ
る。
【０２１５】
　黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎ取って排水口
５２１に余すことなく除去することが重要である。この角質の除去を散水だけで行う場合
、角質が洗い場床５２０の床面に再付着することなく排水口５２１に至るようにすること
が重要である。
　また、角質を洗い場床５２０から取り除くために散水し、角質を取り除くことができて
も、ノズル部１０ａから散水される洗浄水は一方向に指向して散水されるため、その方向
の延長線上にある洗い場床５２０と浴室壁５４１～５４４との角部に到達し、折角剥ぎ取
った角質が当該角部と衝突して当該角部に堆積してしまい、洗い場床５２０の黒カビ発生
を抑制できても、当該角部の黒カビ発生を十分に抑制できない、という問題があった。
　本実施形態の洗浄装置１００によれば、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａか
ら散水される洗浄水が、洗い場床５２０の角質を取り除く一方で、取り除いた角質を洗い
場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４４との角部に堆積させることがないように流動す
ることにより、洗い場床５２０のみならず前記角部での黒カビ発生をも抑制できる。
【０２１６】
　なお、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａを制御することによって、洗い場床
５２０から取り除かれた角質が洗い場床５２０へ再付着することを防止するために洗浄水
を更に散水する再付着防止散水工程を実施するようになっていることが好ましい。
　散水される洗浄水によって角質が剥ぎ取られても、当該洗浄水中に含まれることとなっ
た当該角質は、排水口５２１に至る流動過程で洗い場床５２０に再付着してしまうことが
ある。このため、洗い場床５２０から取り除かれた角質が洗い場床５２０へ再付着するこ
とを防止するために洗浄水を更に散水する再付着防止散水工程を実施することによって、
角質の再付着がより確実に防止でき、洗い場床５２０から確実に角質を除去できる。
【０２１７】
　また、本実施形態の黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水される洗浄水
は、図２２に示すように、洗い場床５２０に残存する角質に対して最初に接触して当該角
質を洗い場床５２０から剥がすための第１流動水と、洗い場床５２０から剥がされた角質
を排水口５２１まで搬送するための第２流動水と、を有している。図２２は、本実施形態
の第１流動水（第１波）と第２流動水（第２波）との流動状態を示す概略図である。
【０２１８】
　散水される洗浄水によって角質が剥ぎ取られても、当該洗浄水中に含まれることとなっ
た当該角質は、排水口５２１に至る流動過程で洗浄水が拡散して洗浄水の水位が下がるこ
とにより、特に排水口５２１の近傍等において洗い場床５２０に再付着しやすい。このた
め、洗い場床５２０に残存する角質に対して最初に接触して当該角質を洗い場床から剥が
すための第１流動水と、洗い場床から剥がされた角質を排水口５２１まで搬送するための
第２流動水と、を分離して散水する（流動させる）ことが効果的である。
　角質を剥ぎ取るための第１流動水だけで、排水口５２１までの流動過程における洗浄水
の拡散に伴う水位低下によって角質が洗い場床に再付着することを抑制しようとすると、
大量の洗浄水を一度に散水して、水位低下による角質の再付着を発生させないようにする
必要がある。第１流動水と第２流動水とを分離して、第１流動水を角質を剥がすために散
水し、第２流動水を剥がされた角質を搬送するために散水すれば、結果的により少ない洗
浄水の量で、洗い場床５２０から角質を除去し、確実に排水口５２１まで排出できる。
【０２１９】
　また、本実施形態では、第１流動水は、洗い場床５２０の所定部位上を流動するように
なっており、第２流動水は、第１流動水が到達してから所定時間の経過後に、前記所定部
位上を流動するようになっている。
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　第１流動水と第２流動水とを同時に散水したのでは、両者の散水を分離して制御する趣
旨が活かされないが、両者の散水の間の時間が長すぎても、角質が乾燥して再付着しやす
くなるため好ましくない。従って、両者の散水の間の時間を適度に制御することが有効で
ある。本実施形態では、第１流動水が洗い場床５２０の所定部位上を流動するようになっ
ており、第２流動水は第１流動水が到達してから所定時間の経過後に当該所定部位上を流
動するようになっているため、簡単な構成でありながら、少ない洗浄水の量で確実に角質
の再付着を防止できる。
【０２２０】
　また、本実施形態では、前記所定部位上において、第２流動水が排水口５２１に向かう
流動速度は、第１流動水が排水口５２１に向かう流動速度よりも速く、第２流動水は、排
水口５２１に至るまでに、第１流動水と合流するようになっている。
　排水口５２１に近づくにつれて、第１流動水の拡散による水位低下によって、角質は再
付着しやすくなる。従って、洗い場床５２０の各部位において第１流動水の到着から第２
流動水の到着までの時間を一定に制御するよりも、排水口５２１に近づくにつれて短くす
る、更には、排水口５２１に至る前に追いつかせて合流させる、ことが有効である。これ
により、第１流動水の拡散による水位低下を効果的に補うことができ、より確実に角質の
再付着を防止することができる。
【０２２１】
　また、本実施形態のノズル部１０ａは、洗い場床５２０に垂直な軸心回りに回転するよ
うに構成されており、制御部３０によってノズル部１０ａの回転が制御されることによっ
て、前記所定部位上において第２流動水が排水口５２１に向かう流動速度が第１流動水が
排水口５２１に向かう流動速度よりも速く調整されている。
　すなわち、ノズル部１０ａの回転の送り速度を制御することによって、第１流動水が排
水口５２１に向かう流動速度、及び／または、第２流動水が排水口５２１に向かう流動速
度を比較的容易に制御することができ、ひいては、両者間の遅れ時間や両者の合流位置を
比較的容易に調整することができる。
【０２２２】
　また、本実施形態では、制御部３０が、ノズル部１０ａから遠い領域へ洗浄水を着水さ
せる際には、ノズル部１０ａから近い領域へ洗浄水を着水させる際と比して、ノズル部１
０ａの回転速度が低い、というようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっている
。
　散水距離が遠いほど、散水される洗浄水の水勢が低下するため、排水口５２１に向かっ
て流動する洗浄水の速度も低下する。この傾向を補償するべく、散水距離が遠いほど回転
速度を低くして散水水量を増大させることにより、簡単な制御でありながら、第１流動水
の散水制御と第２流動水の散水制御との各々の最適化を図ることができる。
【０２２３】
　＜排水口の両側から散水制御を行う効果＞
　本実施形態の浴室５００は、当該浴室５００の洗い場を構成する洗い場床５２０と、洗
い場床５２０上の残水を排水するために洗い場床５２０に設けられた排水口５２１と、洗
い場床５２０の周囲から立ち上がる浴室壁５４１～５４４と、当該浴室５００の一側に設
けられ回転しながら洗い場床５２０上に洗浄水を散水するノズル部１０ａを有する洗浄手
段と、洗浄手段のノズル部１０ａを制御する制御部３０と、を備えている。そして、制御
部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、洗い場床５２０に残存する黒カビの
発生原因である角質が当該洗い場床５２０から排水口５２１に排出されるように洗浄水を
散水する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施するようになっている。
　そして更に、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａの回転が制御されることによ
って、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の着水位置が浴室５００の一側から排水口５
２１に向かって移動する第１洗浄工程（前半の黒カビ抑制工程）と、ノズル部１０ａの回
転が制御されることによってノズル部１０ａから散水される洗浄水の着水位置が浴室５０
０の他側から排水口５２１に向かって移動する第２洗浄工程（後半の黒カビ抑制工程）と
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、が実施されるようになっている
【０２２４】
　黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎ取り、角質の
洗い場床５２０の床面への再付着を防止しながら排水口５２１まで確実に角質を搬送する
ことが重要である。この目的に対して、単純な散水では、角質が洗い場床５２０の周縁と
浴室壁５４１～５４４との間の角部に集められて堆積してしまって、排水口５４１まで確
実に搬送されない場合がある。
【０２２５】
　本実施形態によれば、洗浄水の撒き方を工夫することにより、この課題が確実に解決さ
れる。具体的には、回転しながら洗い場床５２０上に洗浄水を散水するノズル部１０ａを
採用すると共に、ノズル部１０ａの回転が制御されることによってノズル部１０ａから散
水される洗浄水の着水位置が浴室５００の一側から排水口５２１に向かって移動する第１
洗浄工程と、ノズル部１０ａの回転が制御されることによってノズル部１０ａから散水さ
れる洗浄水の着水位置が浴室５００の他側から排水口５２１に向かって移動する第２洗浄
工程と、を実施することによって、角質を排水口５２１まで確実に搬送することができる
。
【０２２６】
　本実施の形態では、第１洗浄工程（前半の黒カビ抑制工程）は、ノズル部１０ａから散
水される洗浄水の着水位置が排水口５２１を含む状態で終了する。これにより、剥ぎ取ら
れた角質が確実に排水口５２１に排出され、剥ぎ取られた角質が排水口５２１を超えて前
記角部に堆積してしまうことが防止される。
【０２２７】
　また、第１洗浄工程（前半の黒カビ抑制工程）では洗浄されない領域（第２洗浄領域）
が、第２洗浄工程（後半の黒カビ抑制工程）によって分離して洗浄されることにより、第
２洗浄領域の角質も同様に排水口５２１に確実に排出される。
【０２２８】
　このように、排水口５２１までの分離洗浄という簡単な散水形態を採用したことによっ
て、本実施形態の洗浄装置１００は、床面に残存する角質を確実に剥ぎ取りながら排水口
５２１まで確実に搬送させ、洗い場床５２０の床面と浴室壁５４１～５４４との間の角部
に角質を堆積させることがない。
【０２２９】
　また、本実施形態の洗い場床５２０は、平面視で略矩形状であって、洗い場床５２０の
第１辺にカウンター５３０が設置されており、ノズル部１０ａはカウンター５３０側に配
置されており、排水口５２１は洗い場床５２０の前記第１辺と当該第１辺に対向する第２
辺とを除いた両側辺の一方である第３辺の側に配置されている。
　このように、ノズル部１０ａと排水口５２１とを同一辺上に配置しないことにより、角
質の角部への堆積を効果的に防止することができる。ノズル部１０ａと排水口５２１とを
同一辺上に配置すると、洗浄によって角質を剥ぎ取って掻き集めてきて、排水口位置にお
いて洗浄を停止させたとしても、角質が第１辺の角部に堆積してしまうリスクが高くなっ
てしまう。本実施形態では、前記のような配置の工夫によって、そのようなリスクを低減
している。
　特に、ノズル部１０ａをカウンター５３０側（第１辺側）に配置することで、角質除去
性能を高めている。具体的には、体を洗うとカウンター５３０前に角質が多く残存するが
、第１辺側にノズル部１０ａを配置することで、洗浄水の水勢ないし水量を多く確保する
ことができ、角質の剥ぎ取りをより確実に行うことができる。
　更に、排水口５２１を第２辺上に配置すると、排水口５２１がノズル部１０ａからの洗
浄水の散水方向と対面する状態となるため、排水口５２１の位置で洗浄水の散水を止めて
も、散水される洗浄水の水勢で第２辺に角質が堆積（残存）してしまうリスクが高い。こ
の場合、排水口５２１へ確実に角質を搬送することが難しくなる。これに対して、本実施
形態では、排水口５２１を第３辺の側に配置することによって、角質をいずれの角部にも
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堆積（残存）させることなく、排出口５２１まで確実に導くことができる。
【０２３０】
　本実施形態のノズル部１０ａは、前記第３辺と当該第３辺に対向する第４辺との中間に
配置されているが、当該中間に対して前記第４辺の側、に配置されていてもよい。
　排水口５２１の周囲には、洗浄水によって剥ぎ取られた角質が多く含まれた洗浄水が、
最終的に到達してくる。更に洗浄水は、上流から流れてくる過程で拡散し、下流において
は水位や流速が低下する。これらの要因により、排水口５２１の周囲では、角質が床面に
再付着しやすい。この傾向を考慮して、第３辺と第４辺との中間を含む第４辺の側にノズ
ル部１０ａを配置しておくことにより、ノズル部１０ａから散水される洗浄水を排水口方
向に指向すれば、角質が再付着しやすい排水口５２１の周囲を直接的に洗浄することが容
易であり、また、洗い場床５２０上の洗浄水（排水流れ）の水位を増大させ、排水口５２
１に角質を押し込む力を増大させることも容易である。これにより、排水口５２１の周囲
における角質の再付着を効果的に抑制することができる。
【０２３１】
　また、本実施形態の第１洗浄工程（前半の黒カビ抑制工程）は、ノズル部１０ａから散
水される洗浄水の一部の着水位置が排水口５２１である状態を含み、第２洗浄工程（後半
の黒カビ抑制工程）も、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の一部の着水位置が排水口
５２１である状態を含んでいる。
　排水口５２１の周囲は、前述の通り、洗浄水によって掻き集められた角質が堆積しやす
く、黒カビ発生のリスクが高い。また、排水口５２１の周囲で洗浄水の散水を止める場合
、排水口５２１への洗浄水の排出性は高まるが、角質の一部が排水口５２１の周囲に再付
着する懸念が残る。従って、第１洗浄工程と第２洗浄工程との両方において排水口５２１
に洗浄水の一部を直接的に着水させる、すなわち、角質の再付着しやすい排水口５２１の
周囲を２度丁寧に洗浄する、ことにより、角質残りをより効果的に抑制することができる
。
【０２３２】
　また、本実施形態の第１洗浄工程（前半の黒カビ抑制工程）では、ノズル部１０ａから
散水される洗浄水の着水位置が、洗い場床５２０の前記第１辺、前記第４辺、前記第２辺
及び前記第３辺の順に移動するようになっており、第２洗浄工程（後半の黒カビ抑制工程
）では、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の着水位置が、洗い場床５２０の前記第１
辺及び前記第３辺の順に移動するようになっている。そして、第１洗浄工程が実施されて
から第２洗浄工程が実施されるようになっている。
　第１洗浄工程と第２洗浄工程とを、時間をずらして段階的に実施する場合、一方の洗浄
領域の洗浄が終わった時に、角質を含む洗浄水の一部が他方の洗浄領域に広がってしまっ
て、当該洗浄水の一部に含まれていた角質が他方の洗浄領域に再付着してしまう虞がある
。更に、一方の洗浄工程の終了時から他方の洗浄工程の開始時までの時間が長いと、洗浄
水の排水が進んで角質が洗い場床５２０に再付着するリスクが高まる。従って、２つの洗
浄工程の間の時間は短いことが望ましい。そこで、本実施形態のように、一方の洗浄工程
の終了時から他方の洗浄工程の開始時までの時間が短くなるように、第１洗浄工程と第２
洗浄工程との各々によって洗浄される洗浄領域に予め差を設けておいて、より広い範囲の
洗浄を先に実施することにより、角質の再付着のリスクを低減することができる。
【０２３３】
　また、本実施形態では、洗い場床５２０の床面には、排水口５２１に向かう排水勾配が
設定されている。このため、排水口５２１の対面側である第４辺の洗浄を先行させること
が好ましい。この場合、第４辺の側に着水した洗浄水は、排水勾配によって、排水口５２
１に向かって勢いよく流れ得て、第２洗浄工程のみによって洗浄される領域内まで飛散し
得るが、第２洗浄工程が後で実施されるので問題が生じない。一方、第２洗浄工程で散水
される洗浄水も、第１洗浄工程のみによって洗浄される領域内まで飛散し得るが、排水勾
配を上る流動方向であるため流速が遅く、飛散の程度が顕著に低い。
【０２３４】
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　なお、第１洗浄工程が実施される前に、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の着水位
置が洗い場床５２０の前記第１辺に維持される第１辺洗浄工程が実施されてもよい。
　カウンター５３０の周囲は、角質の残存が多く、特にカウンター５３０の裏には角質が
溜まりやすい。そこで、第１辺の洗浄を実施する第１辺洗浄工程を別に先に行うことで、
第１辺の側から角質を第１洗浄工程及び第２洗浄工程で洗浄される各洗浄領域に追い出す
ことができ、結果としてカウンター５３０周辺の洗浄性能を高めることができる。
【０２３５】
　また、本実施形態では、ノズル部１０ａの数は一つであって、制御部３０は、第１洗浄
工程を実施した後、ノズル部１０ａからの洗浄水の散水を停止し（もしくは減量でもよい
）、第２洗浄工程の開始位置までノズル部１０ａを回転させてから、第２洗浄工程を実施
するようになっている。
　第１洗浄工程と第２洗浄工程とは、２つのノズル部を設けておいて、それぞれのノズル
部から別個に実施する、ということも可能である。例えば、排水口５２１を両側から挟み
込むように、同時に散水することも可能である。しかしながら、２つのノズル部を設ける
ことは、コストが高い。本実施形態により、１つのノズル部であっても、２つのノズル部
を設けておくことと略同様の効果を実現できることが確認できた。すなわち、第１洗浄工
程を実施した後、ノズル部１０ａからの洗浄水の散水を停止（もしくは減量）し、第２洗
浄工程の開始位置までノズル部１０ａを回転させてから、第２洗浄工程を実施することで
も、高い角質除去性能を実現することができる。第１洗浄工程の後、洗浄水の散水を停止
もしくは減量させるのは、節水の他、剥がした角質を第１辺の側（第２洗浄領域）に搬送
しないためでもある。
【０２３６】
　＜より好適な散水制御条件の具体例＞
　本実施形態の洗浄装置１００に関する各種の実験の結果、洗い場床５２０においてヌメ
リの発生をより確実に抑制するためには、制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の
実施の際に、黒カビ抑制工程Ｓ１の後に洗い場床５２０上に残存する水道水の８０～１０
０％を低濃度殺菌水に置換するようになっていることが好ましい。
【０２３７】
　そのような置換率を達成するため、各種の実験から本件発明者が得た知見によれば、制
御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、単位時間あたり０．４～４．０Ｌ／ｍｉ
ｎの散水量でノズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになってい
ることが好ましく、また、制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、単
位時間あたり０．２～２．０Ｌ／ｍｉｎの散水量でノズル部１０ａから洗い場床５２０上
に低濃度殺菌水を散水させるようになっていることが好ましい。本件発明者による検証に
よれば、黒カビ抑制工程Ｓ１での水道水の単位時間あたりの散水量と、ピンクスライム抑
制工程Ｓ３での低濃度殺菌水の単位時間あたりの散水量との相互比較においては、後者の
方を前者よりも少なくすることが可能である。このような単位時間あたりの散水量のバラ
ンスが採用される場合に、高い置換率を実現することができる。
【０２３８】
　別の視点では（別のパラメータによれば）、本件発明者が得た知見によれば、制御部３
０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、単位面積あたり０．０５～０．５Ｌ／ｃｍ2　
の散水量でノズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになっている
ことが好ましく、また、制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、単位
面積あたり０．０６～０．６Ｌ／ｃｍ2　の散水量でノズル部１０ａから洗い場床５２０
上に低濃度殺菌水を散水させるようになっていることが好ましい。このような単位面積あ
たりの散水量のバランスが採用される場合に、高い置換率を実現することができる。
【０２３９】
　更に別の視点では（別のパラメータによれば）、本件発明者が得た知見によれば、制御
部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、総水量０．８～８．０Ｌの散水量でノズル
部１０ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになっていることが好ましく、
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また、制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、総水量１．０～１０．
０Ｌの散水量でノズル部１０ａから洗い場床５２０上に低濃度殺菌水を散水させるように
なっていることが好ましい。本件発明者による検証によれば、黒カビ抑制工程Ｓ１での水
道水の散水の総水量と、ピンクスライム抑制工程Ｓ３での低濃度殺菌水の散水の総水量と
の相互比較においては、後者の方を前者よりも少なくすることが可能である。このような
総水量のバランスが採用される場合に、高い置換率を実現することができる。
【０２４０】
　更に別の視点では（別のパラメータによれば）、本件発明者が得た知見によれば、制御
部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、流速０．８～８．０ｍ／ｓでノズル部１０
ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになっていることが好ましく、また、
制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、流速０．８～８．ｍ／ｓでノ
ズル部１０ａから洗い場床５２０上に低濃度殺菌水を散水させるようになっていることが
好ましい。このような流速のバランスが採用される場合に、高い置換率を実現することが
できる。
【０２４１】
　更に別の視点では（別のパラメータによれば）、本件発明者が得た知見によれば、制御
部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、粒径１００　～５００μｍでノズル部１０
ａから洗い場床５２０上に水道水を散水させるようになっていることが好ましく、また、
制御部３０は、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、粒径１００～３００μｍでノ
ズル部１０ａから洗い場床５２０上に低濃度殺菌水を散水させるようになっていることが
好ましい。このような粒径のバランスが採用される場合に、高い置換率を実現することが
できる。
【０２４２】
　以上に説明した好適な散水条件の一例を、纏めて図２３に示す。
【０２４３】
　また、前述のように、黒カビの発生を抑制する上では、洗い場床５２０において角質を
残存させておかないこと（除去しておくこと）が効果的である。従って、制御部３０は、
黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、ノズル部１０ａから洗い場床５２０上に水道水を散水
させることによって、特に洗い場床５２０上の角質を水道水と一緒に排水口５２１に流す
ようになっていることが好ましい。具体的には、例えば洗い場床５２０上の領域毎の角質
の残存量（ないし残存傾向）についての情報があれば、そのような情報を黒カビ抑制工程
Ｓ１の実施の際に活用することが望ましい。例えば、角質の残存量が多い（ないし残存傾
向が高い）領域に対しては、単位面積あたりの水道水の散水量を増やしたり、単位時間あ
たりの水道水の散水量を増やしたり、水道水の総水量を増やしたり、水道水の流速を高め
たり、といった修正が有効である。
【０２４４】
　また、低濃度殺菌水による水道水の置換をより確実に実施するためには、制御部３０は
、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、図２４及び図２５に示すように、黒カビ抑
制工程Ｓ１の実施の際に洗い場床５２０上に水道水が散水された領域よりも広い領域に、
ノズル部１０ａから低濃度殺菌水を散水させるようになっていることが好ましい。これは
、低濃度殺菌水の吐水時の流速を水道水の吐水時の流速よりも大きく制御すること等によ
り、実現可能である。
【０２４５】
　＜排水口手前での一時停止制御＞
　本件発明者の更なる検討によれば、黒カビ抑制工程Ｓ１において、ノズル部１０ａから
水道水が散水される領域が排水口５２１にさしかかる手前の位置で、ノズル部１０ａの回
転を一時停止させるか、あるいは、当該位置を含む回転領域におけるノズル部１０ａの平
均回転速度を超低速（例えば１～３°／ｓ程度）に減速させることが好ましい。
【０２４６】
　このような制御が採用される場合、図２６に示すように、ノズル部１０ａから散水され
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た水道水が水流となって排水口５２１に流れている状態を、一時的に維持することができ
る。これにより、洗い場床５２０上の角質を効果的に排水口５２１へ洗い流すことができ
る。
【０２４７】
　図２７は、排水口手前での一時停止制御を採用した黒カビ抑制工程Ｓ１におけるタイム
チャートを示す概略図である。
【０２４８】
　図２７に示すように、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａを第４位置Ｐ４から
第２位置Ｐ２まで回転させる途中において、ノズル部１０ａから水道水が散水される領域
が排水口５２１にさしかかる手前の位置Ｐ５で、電気モータ１７の停止時間の長さを延ば
すことによって（例えば２０秒間程度）ノズル部１０ａの回転を一時停止させる。これに
より、ノズル部１０ａから散水された水道水が水流となって排水口５２１に流れている状
態を、一時的に維持することができる。
【０２４９】
　ここで更に、ノズル部１０ａから水道水が散水される領域が排水口５２１にさしかかる
手前の位置Ｐ５で、水道水が第２壁５４２に対して平面視で鋭角θ（例えば５～８５°）
をなすように着水するようになっていれば、第２壁５４２に着水した水道水が当該第２壁
５４２によって反射された反射水流となって排水口５２１に流れ、更にノズル部１０ａの
回転の一時停止（または減速）によってその状態が一時的に維持されるため、洗い場床５
２０上の角質をより効果的に排水口５２１へ洗い流すことができる。
【０２５０】
　同様に、本件発明者の更なる検討によれば、ピンクスライム抑制工程Ｓ３においても、
ノズル部１０ａから低濃度殺菌水が散水される領域が排水口５２１にさしかかる手前の位
置で、ノズル部１０ａの回転を一時停止させるか、あるいは、当該位置を含む回転領域に
おけるノズル部１０ａの平均回転速度を超低速に減速させることが好ましい。
【０２５１】
　このような制御が採用される場合、同様に図２７に示すように、ノズル部１０ａから散
水された低濃度殺菌水が水流となって排水口５２１に流れている状態を、一時的に維持す
ることができる。これにより、洗い場床５２０上の水道水を効果的に排水口５２１へ洗い
流すことができる。
【０２５２】
　図２８は、排水口手前での一時停止制御を採用したピンクスライム抑制工程におけるタ
イムチャートを示す概略図である。
【０２５３】
　図２８に示すように、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａを第４位置Ｐ４から
第２位置Ｐ２まで回転させる途中において、ノズル部１０ａから低濃度殺菌水が散水され
る領域が排水口５２１にさしかかる手前の位置Ｐ５で、電気モータ１７の停止時間の長さ
を延ばすことによって（例えば４０秒間程度）ノズル部１０ａの回転を一時停止させるよ
うになっている。これにより、ノズル部１０ａから散水された低濃度殺菌水が水流となっ
て排水口５２１に流れている状態を、一時的に維持することができる。
【０２５４】
　ここでも更に、ノズル部１０ａから低濃度殺菌水が散水される領域が排水口５２１にさ
しかかる手前の位置Ｐ５で、低濃度殺菌水が第２壁５４２に対して平面視で鋭角θ（例え
ば５～８５°）をなすように着水するようになっていれば、第２壁５４２に着水した低濃
度殺菌水が当該第２壁５４２によって反射された反射水流となって排水口５２１に流れ、
更にノズル部１０ａの回転の一時停止（または減速）によってその状態が一時的に維持さ
れるため、洗い場床５２０上の水道水をより効果的に排水口５２１へ洗い流すことができ
る。
【０２５５】
　＜壁面反射水の活用＞
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　以上に説明してきた本実施形態の浴室５００は、当該浴室５００の洗い場を構成する洗
い場床５２０と、洗い場床５２０上の残水を排水するために洗い場床５２０に設けられた
排水口５２１と、洗い場床の周囲から立ち上がる浴室壁５４１～５４４と、当該浴室５０
０の一側に設けられ当該浴室５００内に洗浄水を散水するノズル部１０ａを有する洗浄手
段と、洗浄手段のノズル部１０ａを制御する制御部３０と、を備えている。そして、制御
部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、洗い場床５２０に残存する黒カビの
発生原因である角質が当該洗い場床５２０から排水口５２１に排出されるように洗浄水を
散水する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施するようになっている。
　そして更に、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水される洗浄水が、洗
い場床５２０の角質を取り除く一方で、取り除いた角質を洗い場床５２０の周囲と浴室壁
５４１～５４４との角部に堆積させることがないように流動するようになっている。
　そして、本実施形態においては、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水
される洗浄水の少なくとも一部が、浴室壁５４１～５４４にも着水するようになっていて
、浴室壁５４１～５４４に着水した洗浄水は、当該浴室壁５４１～５４４との衝突によっ
て排水口５２１方向に反射されて壁面反射水を生成するようになっていて、当該壁面反射
水は、洗い場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４４との角部に堆積した角質を剥ぎ取り
ながら、剥ぎ取った角質を排水口５２１に導くように流動するようになっている。
【０２５６】
　このような実施形態によれば、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質
を除去する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施することによって、洗い場床５２０上の角質を顕著
に低減することができ、ひいては洗い場床５２０におけるカビの発生を顕著に抑制するこ
とができる。
【０２５７】
　そして、黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎ取っ
て排水口５２１に余すことなく除去することが重要である。この角質の除去を散水だけで
行う場合、角質が洗い場床５２０の床面に再付着することなく排水口５２１に至るように
することが重要である。
　ここで、排水口５２１に指向するように、複数のノズル部を異なる角度で設定しておけ
ば、角質を残すことなく上手に取り除くために有効であると考えられる。しかしながら、
このような対応は、浴室５００に複数のノズル部を設置する必要があってスペース上の問
題があるし、各ノズル部に対する給水配管も複雑になるため高コストとなって現実的でな
い。
　本実施形態のように、単一のノズル部１０ａを浴室５００の一側に設定することが一般
的であるが、この場合には、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の全てを排水口５２１
に指向させることが容易でなく、散水される洗浄水の力で角質が浴室５００の壁際に追い
やられるような状況も生じ得て、結果的に黒カビを発生させてしまうことがあり得る。
　具体的には、シャワーや掛け湯によって、洗い場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４
４との角部に角質が堆積してしまうことがある。この堆積した角質を除去するに際して、
一側から散水すると、全ての方向において角質を角部から剥ぎ取る力を作用させることが
できず、少なくともその一部では、散水力が角部に角質を押し付けるように作用してしま
う。角質を剥がしたい床面に散水した時でさえ、散水によって床面から剥ぎ取られた角質
が、前記角部に積極的に堆積されるように作用してしまうこともある。
　本件発明者は、洗い場床５２０の一側から洗浄水を散水する形式において、コストを上
げることなく角質を上手に除去でき、また、壁際に角質を追いやって集めてしまうという
こともない、優れた散水形態を見出したものである。
　具体的には、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の一部を、積極的に壁に衝突するよ
うに散水するのである。このような簡単な構成によって、ノズル部１０ａから散水される
排水口５２１方向に指向していない洗浄水を、排水口５２１方向に方向転換させることが
できる。すなわち、浴室壁５００による反射の採用という簡単な工夫で、散水された洗浄
水が確実に排水口５２１方向に指向しながら流動して角質を取り除き、取り除いた角質を
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排水口５２１に導く、ということを可能にしたものである。この壁面反射水は、壁からの
落下によって洗い場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４４との角部（洗い場床５２０の
壁際）の角質を剥ぎ取ることができ、当該角部での角質の堆積も防止することができ、確
実に角質を排水口５２１に流すことができる。
【０２５８】
　また、本実施形態では、浴室５００の一側にカウンター５３０が設置されており、ノズ
ル部１０ａは、カウンター５３０側に配置されている。そして、黒カビ抑制工程Ｓ１にお
いて、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の少なくとも一部は、カウンター５３０側の
浴室壁５４２に着水するようになっており、黒カビ抑制工程Ｓ１において、ノズル部１０
ａから散水される洗浄水の他の少なくとも一部は、カウンター５３０側の浴室壁５４２と
は異なる浴室壁５４１、５４３、５４４に着水するようになっており、カウンター側の浴
室壁５４２に着水した洗浄水によって生成される壁面反射水の水勢は、カウンター側の浴
室壁とは異なる浴室壁５４１、５４３、５４４に着水した洗浄水によって生成される壁面
反射水の水勢よりも、高くなっている。
【０２５９】
　角質が最も残留しているのは、人が体を洗浄するカウンター５３０側の部位である。ま
た、この部位では、使用者が踏むなどして、床面に強固に角質が張り付いている場合もあ
る。そこで、カウンター５３０側にノズル部１０ａを設けておくことで、カウンター５３
０側の洗い場床５２０を洗浄するための洗浄水の水勢を高く維持することができる。これ
によって、強固に貼りついた角質であっても、確実に除去することができる。
【０２６０】
　また、本実施形態では、ノズル部１０ａは、回転しながら、浴室壁５４１～５４４と洗
い場床５２０とに洗浄水を散水するようになっており、洗い場床５２０に散水される洗浄
水は、先行して散水されて浴室壁５４１～５４４に着水した洗浄水によって生成された壁
面反射水に衝突するようになっており、洗い場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４４と
の角部に直接的には作用しないようになっている。
【０２６１】
　壁によって反射される洗浄水は、反射によって拡散するため、洗い場床５２０の全面に
おいて角質の取り残しがないように角質を確実に除去するには、高度な洗浄制御が必要で
ある。また、洗い場床５２０において一側から洗浄水を散水すると、当該一側と対面する
角部に向かう洗浄水の水勢が浴室壁に衝突する（直交する）ため、当該角部に角質を押し
付けるような作用が生じてしまう。そこで、壁面反射水で角部の角質を除去させるだけで
なく、洗い場床５２０の洗浄は洗い場床５２０に着水する洗浄水によって行うこととし、
更に、洗い場床５２０に着水する洗浄水を、角部に角質を押し付けるような作用を発生さ
せないよう、先行して散水されて浴室壁５４１～５４４に着水した洗浄水によって生成さ
れた壁面反射水に衝突させることにより、角部の角質除去、床の角質除去、を確実なもの
とできる。また、ノズル部１０ａは１つ配置されれば足りるため、コストも大幅に低減で
き、施工も容易である。
【０２６２】
　また、本実施形態のノズル部１０ａは、上下方向が横方向より長いノズル開口を有して
いる。
【０２６３】
　例えばノズル部１０ａが回転しながら洗浄水を散水する場合、浴室壁５４１～５４４に
よる反射角度は逐次変わる。このように反射角度が変化する壁面反射水に対して、散水さ
れる洗浄水が反射を遮るようなことがあると、角部における角質除去の不良を招いたり、
角部に角質を押しつける力を作用させてしまうことがある。すなわち、如何なる状況でも
浴室壁５４１～５４４による反射を安定的に行うことが好ましい。
　そこで、上下方向が横方向より長いノズル開口１１ａ、１２ａを採用することで、散水
位置を狭く安定させることが有効である。これにより、壁面反射水の反射角度の変化の影
響を抑制することができ、安定した角質除去が可能となる。また、一つのノズル部１０ａ
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で浴室壁５４１～５４４への散水と洗い場床５２０への散水とを同時に行える。更に、洗
い場床５２０に着水する洗浄水を先行して散水されて浴室壁５４１～５４４に着水した洗
浄水によって生成された壁面反射水に衝突させる制御についても、一つのノズル部１０ａ
であるため、散水のタイミングを安定化でき、確実に実施することができる。従って、角
部に角質を押し付けるような作用が発生してしまうことを、より確実に防止することがで
きる。
【０２６４】
　＜壁面反射水を追い越さない散水の活用＞
　別の観点では、以上に説明してきた本実施形態の浴室５００は、当該浴室５００の洗い
場を構成する洗い場床５２０と、洗い場床５２０上の残水を排水するために洗い場床５２
０に設けられた排水口５２１と、洗い場床の周囲から立ち上がる浴室壁５４１～５４４と
、当該浴室５００の一側に設けられ回転しながら洗い場床５２０上に洗浄水を散水する単
一のノズル部１０ａを有する洗浄手段と、洗浄手段のノズル部１０ａを制御する制御部３
０と、を備えており、制御部３０が、ノズル部１０ａを制御することによって、洗い場床
５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い場床５２０から排水口５２１に
排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施するようになっている。
　そして、黒カビ抑制工程Ｓ１において単一のノズル部１０ａから同一時間に散水される
洗浄水が、浴室壁５４１～５４４の下部に着水する第１着水部と、洗い場床５２０の床面
上に着水する第２着水部と、を有している。
　第１着水部は、当該浴室壁５４１～５４４の下部によって反射されて壁面反射水を生成
するようになっており、当該壁面反射水は、排水口５２１の方向に方向転換されて、洗い
場床５２０の床面上に残存する角質を取り除きながら洗い場床５２０の床面上を排水口５
２１に向かって流動するようになっている。
　そして更に、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、所定の第１時間に散水
される洗浄水の第１着水部によって生成される壁面反射水が洗い場床５２０の床面上を流
動する過程において、当該壁面反射水がその後の所定の第２時間に散水される洗浄水の第
２着水部によって追い越されることがないように、前記壁面反射水が流動する領域に追従
するようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっている。
【０２６５】
　このような実施形態によれば、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質
を除去する黒カビ抑制工程Ｓ１を実施することによって、洗い場床５２０上の角質を顕著
に低減することができ、ひいては洗い場床５２０におけるカビの発生を顕著に抑制するこ
とができる。
【０２６６】
　そして、黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎ取っ
て排水口５２１に余すことなく除去することが重要である。この角質の除去を散水だけで
行う場合、角質が洗い場床５２０の床面に再付着することなく排水口５２１に至るように
することが重要である。
　ここで、排水口５２１に指向するように、複数のノズル部を異なる角度で設定しておけ
ば、角質を残すことなく上手に取り除くために有効であると考えられる。しかしながら、
このような対応は、浴室５００に複数のノズル部を設置する必要があってスペース上の問
題があるし、各ノズル部に対する給水配管も複雑になるため高コストとなって現実的でな
い。
　本実施形態のように、単一のノズル部１０ａを浴室５００の一側に設定することが一般
的であるが、この場合には、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の全てを排水口５２１
に指向させることが容易でなく、散水される洗浄水の力で角質が浴室５００の壁際に追い
やられるような状況も生じ得て、結果的に黒カビを発生させてしまうことがあり得る。
　本件発明者は、洗い場床５２０の一側から洗浄水を散水する形式において、コストを上
げることなく角質を上手に除去でき、また、壁際に角質を追いやって集めてしまうという
こともない、優れた散水形態を見出したものである。
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　具体的には、ノズル部１０ａから散水される洗浄水の一部を、積極的に壁に衝突するよ
うに散水するのである。このような簡単な構成によって、ノズル部１０ａから散水される
排水口５２１方向に指向していない洗浄水を、排水口５２１方向に方向転換させることが
できる。すなわち、浴室壁５００による反射の採用という簡単な工夫で、散水された洗浄
水が確実に排水口５２１方向に指向しながら流動して角質を取り除き、取り除いた角質を
排水口５２１に導く、ということを可能にしたものである。この壁面反射水は、壁からの
落下によって洗い場床５２０の周囲と浴室壁５４１～５４４との角部（洗い場床５２０の
壁際）の角質を剥ぎ取ることができ、当該角部での角質の堆積も防止することができ、確
実に角質を排水口５２１に流すことができる。
　更に、本件発明者は、ノズル部１０ａの回転、特には回転速度、をコントロールするこ
とも有効であることを知見した。壁面反射水は、最も先に洗い場床５２０を流れるため、
残存する角質を最も多く含み得る。これを追い越さないように散水することで、折角取り
除いた角質を洗浄が完了した領域に逆戻りさせたり、再付着させたり、ということが抑制
される。そのような態様で洗い場床５２０への更なる洗浄水の散水を行うことにより、角
質の除去性を高めることができる。これにより、１本のノズル部１０ａであっても、洗い
場床５２０の「きれいな状態」の長持ちを実現できるのである。
【０２６７】
　また、本実施形態の制御部３０は、第１時間よりも後の第２時間に散水される洗浄水の
第２着水部が、第１時間に散水される洗浄水の第１着水部によって生成される壁面反射水
を追い越すことなく合流することによって、当該壁面反射水が洗い場床５２０の床面上を
流動する過程において発生する拡散と水位低下とを補う、というようにノズル部１０ａの
回転を制御するようになっている。
　洗い場床５２０に散水された洗浄水は、洗い場床５２０を流動する過程で拡散して、水
位が必ず低下する。このような水位の低下により、折角除去した角質を洗い場床に再付着
させてしまうことがあり得る。そこで、先に着水された第１着水部によって生成された壁
面反射水を追い越すことなく合流する（追いかける、追従する）ように後の時間に第２着
水部を着水させる、というようにノズル部１０ａの回転を制御することによって、角質除
去性を向上させることができる。特に、拡散に伴う水位低下を抑制することによって、角
質の再付着を効果的に抑制することができる。
【０２６８】
　また、本実施形態の制御部３０は、第１時間よりも後の第２時間に散水される洗浄水の
第２着水部が、第１時間に散水される洗浄水の第１着水部によって生成される壁面反射水
を追い越すことなく合流し、かつ、壁面反射水を排水口５２１の方向へ流動させる推進力
を付与する、というようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっている。
　推進力を付与する、というのは、合流後の壁面反射水（排水流れ）の速度が維持ないし
増大されることを意味している。この場合、壁面反射水中に多く含まれ得る角質の排水口
５２１までの送り速度を高めることができる。移動速度が低いと、角質の除去力低下だけ
でなく、角質の再付着も多くなってしまうところ、移動速度を高めることにより、時間の
短縮とともに、角質の除去力の向上及び再付着防止を実現できる。
【０２６９】
　また、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａの回転速度を、予め決定した位置で
変更するように構成されている。
　洗浄水は、浴室壁５４１～５４４による反射角度によって、反射される力が変わる。ま
た、散水距離が長いと、散水エネルギが低くなって壁によって反射される力も低下して、
着水後の洗浄水の流動速度が低くなる。そのような傾向に合わせて、ノズル部１０ａの回
転速度を調整して散水水量を調整することで、角質の除去力や再付着防止性能を維持ない
し向上させることができる。
【０２７０】
　更に、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａから遠い領域へ洗浄水を着水させる
際には、ノズル部１０ａから近い領域へ洗浄水を着水させる際と比して、ノズル部１０ａ
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の回転速度が低いというようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっている。
　散水距離が長いと、散水エネルギが低くなって壁によって反射される力も低下して、着
水後の洗浄水の流動速度が低くなる。そのような傾向に合わせて、ノズル部１０ａの回転
速度を調整して散水水量を調整することで、角質の除去力や再付着防止性能を維持ないし
向上させることができる。
【０２７１】
　＜流動水を脈動させることの効果＞
　以上に説明してきた本実施形態の洗浄装置１００は、浴室５００の洗い場を構成すると
共に排水口５２１を有する洗い場床５２０を洗浄する浴室洗い場床用洗浄装置であって、
洗い場床５２０上に洗浄水を散水するノズル部１０ａを有する洗浄手段と、ノズル部１０
ａを制御する制御部３０と、を備えている。そして、制御部３０が、ノズル部１０ａを制
御することによって、洗い場床５２０に残存する黒カビの発生原因である角質が当該洗い
場床５２０から排水口５２１に排出されるように洗浄水を散水する黒カビ抑制工程Ｓ１を
実施するようになっている。
　そして、本実施形態においては、黒カビ抑制工程Ｓ１時において、洗い場床５２０に付
着する角質を剥がすエネルギを波の上昇するエネルギによって作り出すように、洗い場床
５２０に散水された洗浄水は、排水口５２１に至るまで、連続的な波を発生しながら流動
するようになっている。
【０２７２】
　黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、洗い場床５２０に残存する角質を剥ぎ取って排水口
５２１に余すことなく除去することが重要である。この角質の除去を散水だけで行う場合
、洗い場床５２０上に角質が付着した状態であると、多くの洗浄水を散水する等の対策が
必要である。しかし、多量の洗浄水を散水することは、コスト面でも不利であるし、洗浄
中には浴室５００に入室できないため、長時間の入室規制が必要になるといった利便性の
面での問題もある。
　本件発明者は、長年の研究の末、洗い場床５２０に付着した状態の角質について、多量
の洗浄水を散水しなくても、短時間で綺麗に剥ぎ取る技術を見出した。同時に、角質を剥
ぎ取って排水口５２１に排出する搬送過程で洗い場床に角質が再付着するという問題につ
いても解決できる技術を見出した。
　具体的には、本実施形態において、洗い場床５２０上に散水される洗浄水が、排水口５
２１に至る過程の間、連続的な波を発生させながら流動することを特徴とする。波の発生
に伴う振幅の発生によって、洗い場床５２０の床面に対する上方側へのエネルギが発生す
る。この上昇エネルギによって、洗い場床５２０に付着した角質を洗い場床５２０から剥
がすことができるのである。そして、角質は、一旦洗い場床５２０から剥がすと、水面上
を浮遊するか、もしくは、水中に含まれてしまうため、波の振幅に伴う下方側へのエネル
ギによって影響される程度は低い。すなわち、角質にとって、波の影響は、上昇エネルギ
による寄与の方が顕著に大きい。
　要するに、波（脈動）を発生させることで、上手にかつ綺麗に角質を剥ぎ取ることがで
きるのである。また、この波を、排水口５２１に至るまでの過程で、連続的に作り出すこ
とが特に有効である。これによって、洗い場床５２０の全面において角質を満遍なく除去
でき、また、剥ぎ取った角質に上昇エネルギを連続的に作用させることができるため、洗
い場床５２０への角質の再付着をより確実に抑制できる。
　図２９は、波が角質を運ぶ様子を示す模式図であり、図２９（ａ）は概略平面図であり
、図２９（ｂ）は、概略断面図である。
【０２７３】
　本実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水される洗浄水は
、洗い場床５２０に付着する角質に対して最初に接触して当該角質を洗い場床５２０から
剥がすための第１着水部（第１流動水となる：図２２参照）と、当該第１着水部の洗い場
床５２０の通過部位に着水する第２着水部（第２流動水となる：図２２参照）と、を有し
ている。
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　そして、本実施形態では、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、第１着水
部が洗い場床５２０の前記通過部位を流動する過程において、当該第１着水部が第２着水
部によって合流されて排水口５２１に向かう方向の推進力が増大されるように、ノズル部
１０ａの回転を制御するようになっている。
　浴室５００では、散水された洗浄水は、洗い場床５２０を排水口５２１に向かって移動
する過程で、洗い場床５２０に広く拡散しながら進むため、洗浄水の水位は下がっていく
。この水位低下によって、角質が洗い場床５２０と接触することにより、角質の再付着が
起こりやすくなる（図３０参照）。本実施形態によれば、前記合流によって水位を上げる
ことができる。すなわち、波の上昇エネルギのみならず、この水位増大の効果によっても
、角質の再付着の防止効果を高めることができる。
　更に、本実施形態では、波の上昇エネルギを確実に作り出すことができる。すなわち、
第１着水部に第２着水部が合流する時に第１着水部に対して第２着水部が排水口５２１方
向への推進力を増大させるようにノズル部１０ａの回転速度が制御されることにより、第
１着水部に第２着水部が勢いを増すように合流して、第１着水部の波の上昇エネルギを確
実に作り出せる（図３１参照）。これにより、第１着水部は、より多くの角質を剥ぎ取れ
るようになり、より効率的に洗い場床の角質を除去できる。
【０２７４】
　更に、本実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１においてノズル部１０ａから散水される洗
浄水は、前記第２着水部によって合流された後の前記第１着水部の洗い場床５２０の第２
通過部位に着水する第３着水部を更に有している。そして、制御部３０は、黒カビ抑制工
程Ｓ１を実施する際、前記第２着水部によって合流された後の前記第１着水部が洗い場床
５２０の前記第２通過部位を流動する過程において、当該第１着水部が前記第３着水部に
よって更に合流されて排水口５２１に向かう方向の推進力が更に増大されるように、ノズ
ル部１０ａの回転を制御するようになっている（図３２参照）。
【０２７５】
　このような本実施形態では、波の上昇エネルギを更に確実に作り出すことができる。す
なわち、第２着水部によって合流された後の第１着水部に第３着水部が合流する時に当該
第１着水部に対して第３着水部が排水口５２１方向への推進力を更に増大させるようにノ
ズル部１０ａの回転速度が制御されることにより、当該第１着水部に第３着水部が勢いを
増すように合流して、当該第１着水部の波の上昇エネルギを更に確実に作り出せる。これ
により、第２着水部及び第３着水部によって合流された第１着水部は、更に多くの角質を
剥ぎ取れるようになり、より効率的に洗い場床の角質を除去できる。更にその後、第４着
水部以後が順次に合流して、前記第１着水部の波の上昇エネルギを更に確実に作り出すよ
うになっていてもよい。
【０２７６】
　また、本実施形態の洗い場床５２０には、図２９（ｂ）に示すように、第１着水部また
は第２着水部が着水する方向に対して非平行である方向に延びる溝５２２が形成されてい
る。
　これにより、散水された洗浄水（第１着水部または第２着水部）が洗い場床５２０に衝
突した際や洗い場床５２０上を流れる際に、洗浄水が溝５２２に衝突することによっても
上下方向の波（水の脈動）が形成される。このように水の流れが乱れることにより、洗い
場床５２０から角質が剥がれ易くなる。また、洗浄水が洗い場床５２０上に広がって流れ
る際にも、当該波によって角質の床への再付着が抑制される。これにより、散水される洗
浄水の水勢や水量が小さくても、角質を床から確実に除去できる。
【０２７７】
　また、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａから当該ノズル部１０ａに対向する
浴室壁５４１に向けて第２着水部を着水させる際には、ノズル部１０ａの回転速度が低い
、というようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっている。
　散水距離が長いと、散水エネルギが低下して、着水後の洗浄水の流動速度が低くなる。
そのような傾向、特に第２着水部の傾向に合わせて、ノズル部１０ａの回転速度を調整す
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ることで、第１着水部への合流による連続的な波の形成を調整しやすくなり、角質の除去
力や再付着防止性能を維持ないし向上させることができる。
【０２７８】
　＜大波と小波とを発生させることの効果＞
　更に、本実施形態では、前記連続的な波は、相対的に小さな振幅を有する小波と、相対
的に大きな振幅を有する大波と、の少なくとも２種類の波を含んでいる。
【０２７９】
　本実施形態によれば、小波は、主に、再付着防止のための波として作用し、大波は、床
面から角質を剥がす大きな力を生む波として作用する。例えば大波の発生場所等を最適化
することで、角質が堆積しやすい場所を狙い撃ちすることができる。これにより、小波の
上昇エネルギでは剥がし難い角質を効果的に除去することができ、より一層角質除去性能
を高めることができる。
【０２８０】
　また、本実施形態では、小波（主にステッピングモータの脈動に起因する）と大波（主
に流動水の合流に起因する）とが重畳して発生されるようになっており、洗い場床５２０
に散水された洗浄水は、排水口５２１に至るまでの過程において、小波の発生頻度が大波
の発生頻度より多い、というように流動するようになっている。
【０２８１】
　洗い場床５２０の床面上に洗浄水を整然と流すだけの態様では、角質を剥がし難い場合
があり、剥がされた角質も洗い場床５２０に再付着しやすい。従って、本実施形態のよう
に小波の発生頻度を大波の発生頻度より多くして、連続的と言える程に高頻度に小波を生
成することが、角質の再付着防止のために有効である。一方で、角質が堆積しやすい洗い
場床５２０の周縁などでは、洗浄水の散水だけては付着力が強くて剥がれにくい場合があ
る。このような領域に合わせる様に大波を作ることで、より確実に角質を除去できる。
【０２８２】
　また、本実施形態の小波及び大波は、ノズル部１０ａの回転送り速度を変化させること
によって、発生されるようになっている。
　波の生成方法としては、様々な形態が採用可能であり、例えば、洗い場床５２０の床面
に振動を与える方法や、気流によって振動を生じさせる方法なども採用可能である。しか
し、回転するノズル部１０ａの回転送り速度を変化させることによって、より簡単に波を
発生することができる。この場合、簡単かつ安価な態様でありながら、浴室５００におい
て最適な構造であって、より確実な効果を得ることができる。
【０２８３】
　また、本実施形態においては、黒カビ抑制工程Ｓ１において、ノズル部１０ａから同一
時間に散水される洗浄水は、浴室壁５４１～５４４の下部に着水する第１着水部と、洗い
場床５２０の床面上に着水する第２着水部と、を有しており、第１着水部は、浴室壁５４
１～５４４の下部によって反射されて壁面反射水を生成するようになっており、当該壁面
反射水は、排水口５２１の方向に方向転換されて、洗い場床５２０の床面上に残存する角
質を取り除きながら洗い場床５２０の床面上を排水口５２１に向かって流動するようにな
っている。
　そして、制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１を実施する際、所定の第１時間に散水され
る洗浄水の第１着水部によって生成される壁面反射水が洗い場床５２０の床面上を流動す
る過程において、当該壁面反射水がその後の所定の第２時間に散水される洗浄水の第２着
水部によって合流されて排水口５２１の方向に移動する推進力を付加されるように、前記
壁面反射水が流動する領域に追従するようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっ
ている。そして、前記壁面反射水と前記所定の第２時間に散水される洗浄水の第２着水部
との合流によって、前記大波が発生されるようになっている。
　本実施形態によれば、浴室壁５４１～５４４による反射の採用という簡単な工夫で、散
水された洗浄水が確実に排水口５２１方向に指向しながら流動して角質を取り除き、取り
除いた角質を排水口５２１に導く、ということが可能である。この壁面反射水によって、
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洗い場床５２０の壁際に角質を溜めることもなく、確実に角質を排水口５２１に流すこと
ができる。
　角質は、洗い場床５２０の周縁と浴室壁５４１～５４４との角部に堆積しやすく、また
、当該角部に堆積した角質を剥がす力を散水によって発生させることは難しい。しかし、
壁面反射水が角質を剥ぎ取るように流動するため、角部のような角質を剥がし難い領域に
おいても角質も剥がすことができる。
　また、壁面反射水がその後の所定の第２時間に散水される洗浄水の第２着水部によって
合流されて排水口５２１の方向に移動する推進力を付加されることによっても、角質を確
実に排水口５２１まで搬送して除去することができ、角質の再付着も防止できる。
　更に、壁面反射水と前記所定の第２時間に散水される洗浄水の第２着水部との合流によ
って、大波が発生されるようになっていることにより、確実に狙った位置において大波が
発生され得て、角質を剥がし難い領域においても効果的に角質も剥がすことができる。そ
して、その手法も、合流タイミングを合わせる様に、ノズル部１０ａの回転の送り速度を
制御すれば足りるため、比較的容易である。
　浴室５００では、散水された洗浄水は、洗い場床５２０を排水口５２１に向かって移動
する過程で、洗い場床５２０に広く拡散しながら進むため、洗浄水の水位は下がっていく
。この水位低下によって、角質が洗い場床５２０と接触することにより、角質の再付着が
起こりやすくなる。本実施形態によれば、前記合流によって水位を上げることができる。
すなわち、波の上昇エネルギのみならず、この水位増大の効果によっても、角質の再付着
の防止効果を高めることができる。
【０２８４】
　本実施形態におけるノズル部１０ａの回転は、前述の通り、ステッピングモータによっ
て駆動されるようになっている。そして、当該ステッピングモータの速度変化によって、
ノズル部１０ａの回転に微小の速度変化を付与することで、前記小波が発生されるように
なっている。
　小波と大波とを重合させて発生させる制御は、一般には容易ではない。特に、大波は、
タイミング合わせが必要であるため、詳細な設計ないし制御が必要である。しかしながら
、小波は、角質の再付着防止のために略連続的に発生されれば足りる性質のものであるか
ら、簡易な構成によって発生されることが好ましい。
　本実施形態において、ステッピングモータは、１ステップずつ送る駆動方式であるため
、構造上、１ステップ送る度に自動的（機械的）に速度変化を起こす。言い換えると、断
続的な送り方式である。そして、ステッピングモータの当該速度変化が微小で視認できな
い程度であっても、ノズル部１０ａの回転によって拡大されると、着水位置では大きく拡
大され、より大きな速度変化として現れ得る。そして、当該速度変化により、着水位置で
の散水量の変化が生み出され、小波が発生され得る。
　すなわち、本実施形態のようにステッピングモータを用いれば、自動的にノズル部１０
ａを送るだけで、小波を作ることができる。換言すれば、ステッピングモータを採用し、
ノズル部１０ａによって微小振動を拡大するという機械的な構成によって、実用的に有用
な小波を簡易に作り出すことができる。
【０２８５】
　また、本実施形態のノズル部１０ａは、図２６等に基づいて前述した通り、予め決定さ
れた位置において一旦回転を停止した後、再度回転するようになっていることが好ましい
。
　洗い場床５２０を排水口５２１方向に流れる壁面反射水に対して、全ての領域で合流タ
イミングを最適化するためには、非常にゆっくりとノズル部１０ａを回転させなければな
らない領域が存在し得る。反射力が弱い領域では、壁面反射水が流れる流速が遅いためで
ある。非常にゆっくりとノズル部１０ａの回転を制御することは容易ではなく、すなわち
、ゆっくり移動させる過程で散水を行うと誤ったタイミングで合流しやすくなり、角質を
上流側に戻してしまう場合さえあり得る。そこで、送りを一旦停止させることで、タイミ
ングの最適化制御をより簡単かつ正確に実施できる。
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【０２８６】
　また、制御部３０は、ノズル部１０ａの前記予め決定された位置での一旦停止制御と、
ノズル部１０ａの予め決定された領域別での速度可変制御と、の両方を実施できるように
なっていることが更に好ましい。
　ノズル部１０ａの回転の速度制御について、一旦停止制御と速度可変制御との両方を実
施することによって、より高い自由度で好ましい合流タイミングの制御を実施することが
できる。
【０２８７】
　また、本実施形態の制御部３０は、ノズル部１０ａから遠い領域へ洗浄水を着水させる
際には、ノズル部１０ａから近い領域へ洗浄水を着水させる際と比して、ノズル部１０ａ
の回転速度が低いというようにノズル部１０ａの回転を制御するようになっいる（図８乃
至図１１、図２７及び図２８参照）。
　そして、前記予め決定された位置は、洗浄水の着水位置が洗い場床５２０のコーナー部
に対応する位置であることが好ましい（図２６参照）。
　散水距離が遠い領域では、洗浄水の流速が低いため、壁面反射水の流速も低い。更に、
洗い場床５２０の四隅であるコーナー部では、洗浄水は２つの壁によって反射され得る。
そして、四隅のコーナー部では、角質が堆積しやすく、当該コーナー部から角質を上手に
排出させることが重要で、遅れて散水される洗浄水の第２着水部で後戻りさせてしまうこ
とは回避すべきである。
　そのようなコーナー部では、ノズル部１０ａの回転を停止させ、壁面反射水がゆっくり
と排水口５２１方向へ流動することを促すことが好ましく、更に、壁面反射水が排水口５
２１方向に十分に流れた後に遅れて散水される洗浄水の第２着水部を合流させることが、
コーナー部に洗浄水を戻すことを回避する上でも有効である。
　ノズル部１０ａの回転を停止させて合流を遅らせると、水位低下による角質の再付着の
懸念は高まる可能性があったが、コーナー部では散水された水が集まって十分な水量が見
込めるため、合流を遅らせても水位低下による再付着は生じないことが確認できている。
【０２８８】
　また、本実施形態の洗い場床５２０には、排水口５２１に向かう排水勾配が設定されて
いる。そして、前記予め決定された位置は、洗浄水の着水位置が排水勾配の下流にあたる
洗い場床５２０のコーナー部に対応する位置であり、更に、ノズル部１０ａは、洗浄水の
着水位置が排水勾配の上流にあたる洗い場床５２０の別のコーナー部に対応する位置にお
いて、前記予め決定された位置における停止時間より短い時間だけ一旦停止するか、もし
くは、減速するようになっていることが好ましい場合がある。
　下流側の、例えば排水口５２１が設定されている側のコーナー部には、上流側から集め
られてきた角質が溜まりやすい。また、当該コーナー部は、排水勾配が終わる領域であっ
て、洗浄水が壁に衝突してその速度がゼロになった後に更に横方向に移動して排水口５２
１に進む、という領域である。従って、壁への衝突によって洗浄水が飛び散っているし、
流れも遅いため、遅れて散水される洗浄水の第２着水部の合流タイミングは、壁面反射水
が落ち着いて十分に排水口５２１方向に横移動し始めた後であることが好ましい。従って
、そのようなコーナー部に対応する位置において、ノズル部１０ａの回転が一旦停止する
ことが好ましいのである。この場合、角質を含んで飛び散っていた洗浄水を、遅れて散水
される洗浄水第２着水部が綺麗に取り除くことができる。
　また、上流側のコーナー部についても、下流側のコーナー部に対応する位置における停
止時間より短い時間だけ一旦停止するか、もしくは、減速するようになっていることが、
角質除去性能を高める上で好ましい。
【０２８９】
　＜ノズル部の汚れ対策＞
　以上の実施形態では、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施を開始する際、ノズル部１０ａがカウ
ンター５３０の下部の第２壁５４２に向けて略垂直に水道水を着水させることができる位
置（初期位置Ｐ１）から、ノズル部１０ａの回転が開始されるようになっている。このた
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め、黒カビ抑制工程の開始の際にノズル部１０ａに汚れが生じていても、そのことによっ
て生じ得る水道水の吐水方向の一時的な乱れの影響は、第２壁５４２に向けて略垂直に吐
水される際に現れるに留まり、汚れは水道水の吐水によって直ちに飛ばされて消失するた
め、その後に洗い場床５２０の中央部へ吐水される際には現れない。従って、ノズル部に
一時的な汚れが生じていても、洗い場床５２０の中央部への黒カビ抑制工程Ｓ１の吐水制
御を設計通りに実施することができる。
【０２９０】
　本件発明者によれば、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施を開始する初期位置は、第２壁５４２
に向けて略垂直に水道水を着水させることができる位置に限られず、第２壁５４２のノズ
ル部１０ａとの最接近部位を中心に±１０°の範囲内に水道水を着水させることができる
位置であれば、前記の効果を得ることができる。
【０２９１】
　また、本実施形態のように、浴室壁の一部に隣接してカウンター５３０が設けられる場
合には、ノズル部１０ａはカウンター５３０の下方に配置されていることが好ましい。こ
の場合、カウンター５３０によってノズル部１０ａが隠されるような態様となるため、人
体の洗浄に使用された石鹸やシャンプーなどのかすによってノズル部１０ａが汚れること
が防止される。この時、第２壁５４２とノズル部１０ａとの間の最短距離は、例えば８０
ｃｍ以内である。
【０２９２】
　また、本実施形態のように、ノズル部１０ａは、浴槽壁の高さよりも低い位置に配置さ
れていることが好ましい。この場合、ノズル部１０ａからの水道水ないし低濃度殺菌水の
吐水方向を水平方向以下に設計しておけば、ノズル部１０ａから吐水される水道水ないし
低濃度殺菌水が浴槽壁を超えて浴槽内に入ってしまうことがない。
【０２９３】
　＜ドアとの関係＞
　また、浴室５００は、一般に、出入口と、出入口を開閉するドアと、を更に備えている
。制御部３０は、黒カビ抑制工程Ｓ１の実施の際に、ノズル部１０ａから洗い場床５２０
上のドアの手前の領域に水道水を着水させ、ドアには散水させないようになっており、且
つ、ピンクスライム抑制工程Ｓ３の実施の際に、ノズル部１０ａから洗い場床５２０上の
ドアの手前の領域に低濃度殺菌水を着水させ、ドアには散水させないようになっているこ
とが好ましい。
【０２９４】
　この場合、ドアが開いたまま黒カビ抑制工程Ｓ１及びピンクスライム抑制工程Ｓ３が実
施されても、浴室５００の外に水道水や低濃度殺菌水が飛散してしまうことを抑制するこ
とができる。
【符号の説明】
【０２９５】
　１０ａ　ノズル部
　１０ｘ　回転軸
　１１ａ　第１ノズル開口
　１２ａ　第２ノズル開口
　１３　貯水部
　１４ａ　第１貯水部
　１４ｂ　第２の貯水部
　１７　モータ
　２０　低濃度殺菌水生成部
　３０　制御部（散水制御部、回転制御部）
　３０ａ　実行条件変更手段
　３０ｂ　手動変更手段
　３５　操作部
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　５１　給水管
　５２　給湯管
　５３ａ、５３ｂ　ストレーナ
　５４ａ　第１電磁弁
　５４ｂ　第２電磁弁
　５５　調圧弁
　５６　逆止弁
　５７　バキュームブレーカ
　１００　洗浄装置
　５００　浴室
　５１０　浴槽
　５２０　洗い場床
　５２１　排水口
　５３０　カウンター
　５３１　天板
　５３２　下カバー
　５４１～５４４　第１壁～第４壁

【図１】 【図２】
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